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議 事 日 程  （第５号） 

 

平成29年３月８日（水）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．６番 佐原 佳美 

                   ２．12番 豊田 一仁 

                   ３．８番 吉田 建二 

                   ４．１番 福永 桂子 

                   ５．16番 中村 博行 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日、撮影を許可した者には許可証を交付してお

りますので、御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

 なお、６番 佐原佳美さんより参考資料の配付を

求められましたので、これを許可しております。資

料はあらかじめ議席に配付させていただいておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により、１番、佐原佳美さん、２番、

豊田一仁君、３番、吉田建二君、４番、福永桂子さ

ん、５番、中村博行君と決定いたしました。 

 初めに、６番 佐原佳美さんの発言を許します。

それでは６番 佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） 改めまして、おはようござい

ます。６番 佐原佳美でございます。通告に従いま

して、主題１、湖西市の地域医療体制整備と地域包

括ケアシステムの構築についてと、２点目、市長施

政方針についての２題をお伺いいたします。 

 また、議長の許可をいただきまして、皆様のお手

元に先ほど御案内の地域包括ケアシステムの構築に

向けての取り組みと題した資料を配付させていただ

きました。これは１題目５番の質問がわかりやすい

ようにお示しさせていただきました。よろしくお願

いいたします。 

 では主題１、湖西市の地域医療体制整備と地域包

括ケアシステムの構築についてをお伺いいたします。 

 質問しようとする背景や経緯でございます。湖西

市の高齢化率、総人口に占める65歳以上の割合は、

平成28年３月末で25.5％、市民の４人に１人が65歳

以上という少子・超高齢社会、つまり社会を支える

人口が減り、支援を必要とする人がふえる社会が湖

西市にも到来してまいりました。 

 このような時代に備えるために、国は新たな医療

体制、地域医療構想や専門職と地域住民も介護の担

い手となる総合支援体制、地域包括ケアシステムを、

団塊の世代が全て75歳を迎える2025年までに各自治

体で構築するよう進めています。 

 当議会も昨年６月定例会において、地域医療等対

策特別委員会を設置し、議員の半数９人が委員とな

り、地域医療等のあり方についての調査研究を開始

いたしました。 

 まず、医療・介護事業所の状況把握のために市内

の６事業所へ出向き、また関係する医会等３団体に

はお越しいただき、意見交換を行いました。それぞ

れの立場から、行政や議会への思い、要望、課題な

どをたくさん伺いました。 

 その中から多くの事業所、団体が共通して訴えら

れた内容、例えばですが、医療と介護、行政との連

携体制、また市民も含めた情報の共有化がなされて

いない、湖西市の地域包括ケアシステム構築の責任

者や部署がわからないなどですが、それらを課題と

して捉え、所管である健康福祉部との意見交換も行

いました。 

 一日も早く医療・介護事業関係者が行政のもと一

堂に会して地域医療、地域包括ケアシステム構築の

協議を開始したいとの現場の思いと、健康福祉部と

担当者の認識にはかなりの隔たりを感じました。 

 質問の目的です。そこで、地域医療対策では国や

静岡県の示す地域医療構想に逆行することなく、住

民、市内関係機関はもとより、浜松市、豊橋市など

とも協議して、市内医療機関の機能分化・再編作業

を行い、市民が安心して住みなれた地域で最期まで

生活できる仕組みづくりをしてほしい。そしてその

医療・介護の仕組みを住民が上手に利用でき、支え

合う地域包括ケアシステムの構築をまずは行政主導

で開始してほしいので質問いたします。 

 質問の１点目としまして、市は地域包括ケアシス

テム構築のための市民の医療需要、市内において必

要な医療資源の種類、量などを調査、把握しており

ますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。健
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康福祉部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 在宅医療にかかる医療資源の種類といたしまして、

往診している医師、歯科医師、訪問看護ステーショ

ンの状況については把握をしております。 

 量につきましては、静岡県地域医療構想の西部構

想区域においては、在宅医療等の必要量として平成

25年度の6,460人に対し、平成37年度は9,652人とし、

3,192人増加するものと推計されておりますが、こ

れは浜松市と湖西市を一つの圏域として推計したも

ので、湖西市のみの数字は示されておりません。 

 今後、医療関係者及び介護関係者による在宅医

療・介護連携推進協議会等を通しまして、不足する

医療資源や連携にかかる課題等について検討してま

いりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん、よろしいです

か。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございました。１

月26日でしたか、初回の医療・介護等連携推進協議

会が第１回が行われたということはお聞きしました

ので、そこでまた把握をしていっていただきたいと

思います。 

 地域医療のニーズの参考としては、ちょっと別の

角度からですが、平成25年の国民健康保険後期高齢

者医療のレセプトから、湖西市民の受診受療状況が

わかりました。平成25年の療養型病棟入院者は湖西

市内で266人、愛知県に574人。脳卒中では市内

1,878人、浜松市132人、愛知県に1,062人。がんで

は市内に2,422人、浜松に833人、愛知県に379人が

お世話になって治療していたということです、平成

25年。その中でも療養型病棟の愛知県に574人もお

世話になっている実態というのは、御家族のために

も湖西市内で完結できる医療体制を整備しなければ

ならないと思いますが、市長さんはいかがでしょう

か。この数字を今初めて聞かれたかもしれませんが。

済みません。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の数字自体、議員おっしゃるとおりちょっと初

めて伺いましたけれども、やはりもちろん例えば湖

西市に住んでる方であれば、御自宅であったり、御

自宅の近く、御家族の例えば支援も必要になること

もあるでしょうし、そういった極力自分のお住まい

の近くであったり、介護や御支援が受けられる、近

くでそういった医療が受けられる。入院も含めても

ちろんですけれども、ということがもちろん理想で

あるというふうには考えております。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。介護

を経験した者としましても、本当に職場からとか、

家からとか、近いところで本当に長期にかかる療養

型病棟だけでなく、がんとか脳卒中という長期疾病

の方たちは、市内でなるべく完結できたら、当事者

とも御家族ともうれしいなというね。この人数をど

う湖西市で受けられるかということをやはり考えて

いくべきだと思いました。 

 そして地域包括ケアシステムのかなめは在宅医療

です。先ほど健康福祉部長が示していただきました

静岡県地域医療構想の中の西部構想区域は、浜松と

湖西市ですが、そこではやはり平成25年から2025年、

平成37年のベッドの状況を示しておりますが、推計

ではありますけれども、療養型病棟が今言った574

人が県外に、愛知県にお世話になってるという、そ

のような療養型の慢性期が647床減って、回復期リ

ハビリ病棟とか在宅医療が、在宅が3,200件ふえる

と。その中で訪問診察は1,100件ふえるという数字

が静岡県地域医療構想という湖西病院の勉強会でい

ただきました抜粋の中にありました。このように、

この最後の抜粋の中で静岡県がつくった地域医療構

想の締めの部分としては、この西部圏域のデータを

まとめまして、回復期、リハビリ等をする回復期の

機能をいかに確保するか。また在宅医療へのスムー

ズな移行のために住民への啓発と訪問診療のシステ

ムづくりが必要として、また県境の患者流出入が多

い地域の病床機能の配置や診療科等のバランスを考

慮していくと県の医療構想では述べております。 

 そこで、浜松市と湖西市は一つの医療圏域ですが、

浜松市と湖西市の医療機関の機能分化、役割ですね、

急性期だとか、亜急性期だとか、回復期、慢性期と
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いうようなところですが、機能分化についての話し

合いは行われておりますでしょうか。 

○議長（二橋益良） 確認いたします。今１の２の

ほうですね。 

○６番（佐原佳美） そうです。２番です。お願い

いたします。 

○議長（二橋益良） では答弁お願いいたします。

健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） ただいま議員御紹介

の静岡県地域医療構想は、平成28年３月に策定され

ておりますが、その中で区域別の構想として２次保

健医療圏と同様、浜松市と湖西市の西部構想区域が

規定されております。 

 西部地域医療構想の策定に当たっては、県、浜

松・湖西の両市の医師会、公的病院、行政機関等に

より構成される西部地域医療協議会地域医療構想策

定部会により検討がされてきておりまして、その中

で構想区域における必要病床数や在宅医療の必要量

等が示されております。 

 また、その構想策定後、平成28年度に入りまして、

この地域医療構想の推進について協議するため、西

部地域医療構想調整会議が県、両市の医療関係者、

行政を構成員として設置をされておりまして、既に

３回の会議が開催されております。こうした圏域の

会議等を通して、浜松市の行政や医療機関と協議を

行い、連携を図っているところでございます。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 今、本当にスタートしたとこ

ろということで、まだ昨年の３月に県の医療構想も

できたばかりですので、引き続きよろしくお願いい

たします。 

 では３番に行きます。 

 市立湖西病院の改革プランは、議員全員協議会で

国、県が地域医療構想に示している地域医療にシフ

ト変えをせず急性期病院の方針で今後も行くと説明

されましたが、湖西医会、浜名医師会等との懇談な

どを経て理解を得られているのでしょうか 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今議員おっしゃった湖西病院のことに関しまして、

今まさに市民の方々にパブリックコメントもやって

おります改革プランをお示ししているところであり

ます。この改革プランに関しましての策定委員会、

これには湖西の医会でありますとか、地域包括支援

センターの方からも委員として参画をいただいてる

ところです。 

 その中で今策定中であります改革プランにつきま

しては、当面は急性期の医療の病院としての役割を

果たしていくというような記載をさせていただいて

おりますけれども、もちろんそればかりでは地域の

医療に、全般に応えるということではないかという

認識は十分しておりますし、病院もそこは認識して

いるというふうに聞いておりますので、可能な限り、

例えば慢性期の方々の医療行為であるとか、回復期、

例えばリハビリですとか、そういったものにももち

ろん対応、できる限りしていくというふうには聞い

ておりますし、そうあるべきだというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。湖西病院の改

革プラン策定のメンバーにそういう湖西医会を代表

する先生方とか、この地域の介護・医療の現場の代

表者が入っていたので、理解を得られているという

か、一緒につくったという認識で市長さんはいられ

るということでお伺いしました。 

 今パブリックコメントを、市民の皆さんの御意見

を伺う作業をしてらっしゃるところではありますが、

平成27年11月に実施しました市民意識調査で見ます

と、これは湖西病院のつくられた改革プランの中に

載っておりましたことですが、救急医療体制や地域

医療の充実が市民のニーズとしては最上位に位置づ

けられていて、やはり救急という部分と地域医療の

充実というのは、本当に両方とも同じ重さで市民は

この27年11月の意識調査では結果が出ているという

ところです。 

 それで平成27年の湖西市消防本部の救急搬送先を

見ますと、1,917件のうち、湖西病院が42.6％、浜

名病院が18.3％、豊橋医療センターが9.4％、浜松

の４つの病院、聖隷等ですね、医療センター等４つ
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の病院に22.7％ということで、湖西病院の救急搬送

からの入院は14.1％という数字が示されておりまし

たが、急性期を担うというところからの救急の対応

というのは、数としてはちょっと少ないようにも私

は思うんですけれども、病院としては何か課題等が

あったり、この数字に関してのコメントがあったら

お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（寺田 肇） 救急搬送に関して

ですけれども、疾患によって搬送先が変わるという

ことがあろうかと思います。その中でも例えばそう

いう脳出血等に関しては湖西病院でＣＴを撮影して、

脳出血で開頭術等が必要になる可能性がある方に関

しては、そのＣＴの画像を浜松市内の脳卒中科、24

時間やっている形での病院に転送をして、向こうの

脳外科の先生と相談をしてこちらから搬送をすると

いうふうな形をとっておりますので、全てがなかな

かこちらで見れるというふうな形になっていないの

は事実でありますけれども、その中ででもできる範

囲の、搬送先に関しての紹介等は行うようにしてお

りますし、一つは安全という意味では、ほかの高度

の急性期病院への搬送というのはいたし方がないか

なというふうに思います。 

 できる範囲のことに関していえば、当院のほうで

対応しているという形になっております。それを支

えるものとしては当直等に関しても外科系あるいは

内科系のドクターが必ず待機をするような形にして

おります。他科の先生が当直のときにオンコールで

呼ばれたらすぐに行けるように、浜松市の出身の先

生も湖西のほうに泊まっていただいて、すぐ対応す

るというふうな体制をとっております。 

 実際その搬送の率が減るというのは、医療機能の

向上がもとになって、収容できる疾患をふやしてい

くということが重要なことだというふうに思ってお

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。やは

り医師数が減って、一番多いときの26人から、今10

人ほども減っているということで対応できない科が

あるということもよくわかります。それと、救急搬

送されて、入院が14.1％が少ないかなという思いも

しましたが、中には軽症で入院ばかりでなく帰られ

る方も、治療が済んでね、そういう方もいらっしゃ

るし、住民のコンビニ受診にならないような意識も

必要かと思いますので、数字ばかりで一概にどうこ

うは言えませんが、いろいろな面で急性期をうたっ

ていくという以上は、また救急指定病院ということ

である以上は、必要なものはやはりそろえていく努

力も市のほうへ訴えていただくことも必要かなとい

う思いもしております。 

 それからまた、次続きまして、今の３番のままで

すが、27年３月に総務省より出された新公立病院改

革ガイドラインには、新改革プランの内容として、

経営効率化、再編ネットワーク化、経営形態の見直

しという従来の項目に加えて、地域医療構想を踏ま

えた役割の明確化という改革を、この４つの視点で

進めるようにとあります。さきに述べたように県西

部の構想の方向性は回復期機能の病床の増床、それ

と在宅医療のシステムづくりとのことです。そして、

新公立病院改革ガイドラインのプラン作成の一つの

今申し上げた中の再編ネットワーク化というところ

には、過去３年間連続して病床利用率が70％未満の

公立病院については、今般の新改革プランの作成の

タイミングを捉え、再編ネットワーク化の必要性に

ついて十分な検討を行うべきであると明記されてお

ります。 

 湖西病院の改革プランをいただいた中に、実績資

料としてありましたところには、病床利用率が平成

25年度は44.6％、平成26年度が41.6％、平成27年度

が40.3％と、70％以下の低水準な実績が３年連続で

記載されております。これを見て病院改革プランの

ときに再編ネットワーク化の検討というのは、委員

の中からは出なかったのしょうか。 

○議長（二橋益良） ちょっと待ってください。一

応答弁の範囲をちょっと超えておるもんですから、

とりあえず、一応病院管理者には答弁をいただきま

すけども、いずれにいたしましても答弁者を一応設

定しておるもんですから、そこら辺の範囲内でお願

いしたいと思います。 

 それでは病院事業管理者。 
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○病院事業管理者（寺田 肇） 再編あるいは病院

のネットワーク化といいますか、いわゆる地方公立

病院が、あるいは市立の病院でも、合併しているよ

うなですね、そういうような事例というのはありま

すし、中にも幾つかの例が挙げられてたと思います

けれども、この改革プランの会議の中で病院のほう

のネットワーク化あるいは合併とか、そういうよう

なことに関して、どこどことというふうな形の再編

ネットワーク化ということに関しての議論はほとん

どありませんでした。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 済みません。再質問の中身が

飛んでしまいまして、通告なしで答えていただきま

した。ありがとうございました。 

 では４番のほうに行かせていただきます。 

 市内の地域医療や地域包括ケアシステムの構想の

ビジョンはどのようなものでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今御質問ありました地域包括ケアシステム、目指

す姿としまして、住みなれた地域で自分らしい暮ら

しを人生の最後まで続けることができるよう、医

療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保

される体制を構築するというふうにされております。 

 湖西市におきましてももちろん高齢者の増加、先

ほどの議員の御指摘にもありましたけれども、これ

からもさらに高齢者の増加が予測されるという将来

におきましては、地域包括ケアシステムの目指す姿、

今申し上げた姿を実現するためには、さらに医療や

介護の体制を充実させていく。そしてやはり相互の、

その医療と介護の相互の連携をさらにさらに充実を

して進めていく。ほかに地域づくりであるとか、助

け合い、共助の仕組みをつくっていくことも重要に

なるというふうに考えておりますので、今ある資源

を生かし、そして必要な医療であり、介護のサービ

スが提供できる体制を、これはやはり市民の皆様と

一緒に理解、協力を得ながら進めていきたい、築い

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございました。す

ばらしい市長さんの御理解で感謝します。今まで幾

ら説明してもわからなかった時代がありましたが、

本当にこれで推進できるかなとうれしく思います。 

 では５番に行かせていただきます。 

 地域包括ケアシステムの構築の進捗状況はですが、

資料として配付させていただきました国が地域包括

ケアシステムの構築に必要と掲げている介護予防サ

ービスである地域支援事業が４点、ここに４つ番号

が振ってあります。この資料に沿いまして進捗状況

の御説明をお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 お手元の資料にありますように地域包括ケアシス

テムを構築するための柱として、新しい介護予防・

日常生活支援総合事業、２点目に在宅医療・介護連

携推進事業、３点目に認知症施策推進事業、４点目

に生活支援体制整備事業が挙げられております。 

 それぞれの進捗状況でございますが、まず新しい

介護予防・日常生活支援総合事業につきましては、

平成28年４月から実施をしておりまして、29年度に

は一部事業の拡充を予定しております。 

 在宅医療・介護連携推進事業は、平成27年度から

事業の一部を浜名医師会に委託して実施しておりま

して、今後も医師会等関係機関との協議を進め、課

題の抽出や連携の推進を図っていきたいと考えてお

ります 

 次に認知症施策推進事業は、平成28年度から認知

症地域支援推進員の養成を行っております。平成29

年度には認知症初期集中支援チームをモデル的に１

カ所設置していく予定としております。 

 ４点目の生活支援体制整備事業につきましては、

平成29年度に市内全域を対象とする第１層、それか

ら日常生活圏域、これは中学校区でございますが、

この圏域を対象とする第２層の一部に、協議体及び

生活支援コーディネーターを配置していくよう、現

在、関係機関と協議を行っております。そして平成

30年度には市内全域に展開できるようにしたいと考

えております。 

 今後も地域包括ケアシステムの構築に向けまして

は着実にできるところから進めていきたいと考えて
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おります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。一番

最初の新しい介護予防・日常生活支援総合事業とい

うのは昨年４月から、県下でも先駆けて１年前倒し

で開始されてきたということで、２番目の在宅医

療・介護連携推進事業は浜名医師会に一部委託して

進められているということですね。盛りだくさんの

内容なので大変かと思いますけれども、よろしくお

願いします。 

 そして３つ目の認知症施策推進事業の１カ所、29

年度から設置してモデルとして、認知症初期集中支

援チームの設置ですけれども、ここのモデルの地区

はどこなのかということと、それと４番目の生活支

援体制整備事業も１カ所、中学校区を２層とした１

カ所を新年度にモデルとするというんですけど、場

所はどこの地区か、言っていただいても構わなけれ

ばお聞きしたいのですが。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） まず、認知症の初期

集中支援チームを置きますのは、地域包括支援セン

ターのほうへ委託をする予定なんですが、そこは恵

翔苑さんの地域包括支援センターにまずは１カ所お

願いしたいと思っております。 

 それから生活支援体制整備事業につきましては、

モデル的に行うところは岡崎地区を予定しておりま

す。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。うまく進めて

いただきまして、４番目の生活支援体制整備事業は、

いずれの事業もそうですけども平成30年の４月から

は、義務とここに書かれているものは全てスタート

しなければいけないわけですけれども、うまくスタ

ートできるように、大変な作業だと思いますけれど

もよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。この３月議会は湖西病

院の経営改善に全力投球しなければならないと皆が

心を痛めている状況ですが、地域包括ケアシステム

の構築に向けて果たすべき役割を新改革プランで明

確にすることも新公立病院改革ガイドプランに示さ

れています。県の地域医療構想を踏まえ、地域包括

ケアシステムの構想に向けての役割を明確にするこ

とで、おのずと湖西地域の必要な医療の方向性が見

えてくると思うのですが、市民との懇談会も計画が

あるということを昨日先輩議員の質問で市長が御答

弁されていましたので、私たちも一人一人が自分事

と捉えて知恵を出せる場面では知恵を出し合って、

湖西市の超高齢社会に立ち向かえるように準備した

いと思っております。 

 そして、地域医療・介護の現場からの希望である、

行政がリーダーシップをとって地域包括ケアシステ

ムを構築する具体的動きとして、行政も地域包括支

援センターの場所というふうには決めれないのです

が、市民により近いところで、市役所の中にいるだ

けではなく、社協等と市民の近くでの相談拠点が設

けられたらいいなと思っていたところです。 

 そのときに３月６日の聖教新聞に、コンビニが介

護拠点にという見出しで、ローソンが2015年４月よ

りケアローソンを開設して、現在９店舗あり、2025

年の全国展開に向けて本年度末までに30店舗拡大す

る方針という記事がありました。普通のコンビニに

プラス10平米くらい広い店舗になっていて、その一

角に常時介護相談を受けれる人がおり、地域の介護

事業者への橋渡しも行うというようなものが、一応

都市部を中心に今年度さらに30店舗拡大していくよ

うですけれども、なかなか市が何かハード面を新た

につくって地域の住民の皆様の近くで相談業務を行

うということはもう財政的にも無理な状況に湖西市

は本当にこの間痛感しておりますが、できないこと

ですが、図書館にツタヤが指定管理者として入って

観光客も呼ぶほどまでになった市も全国の中にはあ

る、その今経過がいいとは限りませんけれども、民

間施設とのコラボ等で医療・介護の連携拠点を市内

に配置するという研究もしていただきたいなと思っ

た次第ですが、いかがでしょうか、そういう点は、

市長さん。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 新聞記事の御紹介もありがとうございました。身

近な例えばコンビニであるとか、いろんな今市とし
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ても、介護とか地域包括からは外れますけど、先日

もコンビニでの例えば住民票みたいな新たな住民サ

ービスの向上としてそういった証明の交付等も始め

たところです。 

 今議員おっしゃるとおり、なかなかやはり市独自

といいますか、市だけでそういった地域医療全てを、

もちろん社協さんもそうですけれども、だけでとい

うことはなかなか難しい面も、予算面であったりと

か、人員の面もあります。ですので、そこは今おっ

しゃったような、コンビニかどうかはともかく、そ

ういった事業者の方であるとか、社会福祉法人であ

るとか、そういった関係者の方々もしくは協力でき

るところを連携していきながら、もちろんコンビニ

のような、一番街角にあって利用しやすいところと

いうのはすごく利便性の高いところだと思いますの

で、そういった可能性も含めて研究もしながら身近

なところでそういった市だけではなくて協働して行

えるようなところはぜひ協力していきたいというふ

うに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございました。柔

軟にいろいろ多角的に研究していただきたいと思い

ますし、私たちもまたさらに研究したいと思います。 

 では大きな主題の２のほうに行かせていただきま

す。市長施政方針についてです。 

 質問しようとする背景や経緯は、市長施政方針の

説明を確認するため。目的は市民の福祉の向上につ

ながる施策を具体的に伺いたいところです。 

 では、質問事項の１問目です。産婦人科医の誘致

助成事業におきましては、残念ながら現在までのと

ころ応募がない状況でありますが、引き続き産婦人

科医の確保に向けて取り組んでまいりますと施政方

針の中で説明されました。産婦人科医院誘致につい

ての具体的な確保策をお伺いしたいです。昨日、先

輩議員の質問にもありましたので、ダブるのかもわ

かりませんが、よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 施政方針でも述べさせていただきましたとおり、

現時点で今の湖西市として、助成事業といいますか、

産婦人科の医院誘致の助成事業というのは立ち上げ

て、28年度から実施をしておりますけれども、残念

ながら現時点でまだ、これは全国的な例えば産科医

の不足などの状況もあるのかもしれませんけれども、

まだ誘致には至っていないというのが現状でありま

す。 

 例えば情報提供であるとか、こういった制度につ

きまして事業の情報の提供や関係機関への周知とい

うのはもちろん努めておりますし、引き続き努めて

いきたいというふうに思ってまして、湖西市のホー

ムページみたいなところへの掲載のほかにも、新聞

各紙でありますとか、あとは日本産科婦人科学会の

ホームページ、これはやはりなかなか誰もがという

ものではなくて、浜松医科大学さんの御紹介をいた

だきながらという形で御支援を受けながら情報の掲

載をさせていただいているとか、静岡県の医師会報

への掲載であったり、もちろんその他関係機関、浜

松医大さんも含めて働きかけや周知を行っていきた

いし、現在も行っているところでございます。 

 きのうも少し申し上げましたけれども、これも浜

松医科大学さんからのアドバイスというか、御紹介

をいただきまして、ことしの７月に予定していると

いうふうに聞いてますけれども、学会で周産期・新

生児医学会というような学会があるというふうに聞

いてますので、そちらへのＰＲといいますか、湖西

市としての出展ブースを確保しまして、出展して湖

西市の紹介とそこで産婦人科医を募集していると、

誘致しているということを紹介したいというふうな

準備を今進めているところであります。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） きのう、先輩議員もこれを訴

えるのはいかがなものか考えるところですという御

発言もあって、人口規模がやはり６万ぐらいだと、

産科の先生だけでなく市内御出身の介護事業を展開

してらっしゃる方なんかも浜松にいらっしゃって、

何で湖西でやってくれないのと聞くと、人口10万で

はやはり経営が成り立たないということを介護事業

でも言われたりしているもんですから、なかなか考

えるところだなという思いもありますが、鶏が先か

卵が先かというと、産んでふやす人口というのは年
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数はかかるわけですけれども、市内で分娩ができる

に越したことはありませんので、引き続きよろしく

お願いいたします。 

 それからまた財政的なことなんかは予算質疑のほ

うでさせていただこうと思ってます。 

 では２点目に行かせていただきます。 

 平成28年度に実施したこととして、サイクリング

事業の環境整備という説明がありましたが、どのよ

うな整備をされましたのか、よろしくお聞かせくだ

さい。また、来年度ですね、29年４月以降の整備等

の計画があったらよろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） それではお答えいた

します。 

 浜名湖観光圏整備事業における平成28年度のサイ

クリング事業の環境整備ということです。浜名湖を

自転車でめぐられるサイクリストの受け入れ環境の

整備をまず行いました。 

 サイクリストが快適に休憩できる施設として、ト

イレ、自転車を置いておくことができるラックや、

空気入れなどのメンテナンスの道具等を提供するた

め、浜名湖周辺の店舗と協働いたしましてバイシク

ルピットという施設を協力して設置しております。

湖西市内には８カ所の店舗等に協力していただきま

した。 

 また、訪れるサイクリストが安心して宿泊できる

よう、自転車の保管やメンテナンスサービスを提供

できるサイクリストウエルカムの宿ということで、

湖西市内の４つのホテル等で認定をさせていただき

ました。また、ハマイチということで浜名湖一周の

呼称で自転車の浜名湖周遊を推進するためにサイク

リストの利用の視点からわかりやすいようなガイド

マップを作成したほか、自転車周遊ができるための

誘導案内表示の案の策定を昨年度は取り組んでおり

ます。 

 また29年度でございますが、浜名湖観光圏全体の

事業でございますが、先ほど言ったサイクリストの

誘導案内看板の設置と、また先ほどのバイシクルピ

ット、サイクリストウエルカムの宿の受け入れ体制

の充実を引き続き図っていくという予定をしており

ます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。知ら

なかったです。きっとサイクリストは知って喜んで

いることだと思いますが、一番要望を市民とか301

号沿いを、浜松の浜名湖の半周はいいサイクリング

ロードができているんですけれども、湖西側ができ

ていない。国道301の車道のところを走るというこ

とで、地域住民も接触事故等怖がったり、また私た

ちも車を運転していても怖いなと。何よりも御本人

たちが車と並走というところで怖いなということで、

サイクリングロードの設置というものを随分お声が

上がっております。これは市でできる事業では、国

道のことでもありますし、ないんですけれども、観

光圏の話をするときにも浜名湖観光圏のところにも

出ておりますが、また何らかの形で推進できるよう

に計らっていただきたいと思いますけども、その辺

の段階というのはいかがでしょうか、推進の。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今部長のほうからも答弁させていただきましたけ

れども、もちろんできる限りの、浜名湖観光圏全体

でサイクリストの方々であるとか、それ以外ももち

ろんですけれども、ことし直虎も放映されてますし、

そういった湖西市に来ていただく、浜名湖観光圏全

体で盛り上げていくということに関して、継続的に

この観光、湖西市で楽しんでいただくための整備は

各種行っていきたいと思ってますし、個人的ですけ

ど、私の財務省時代の友人もこの前福岡からせっか

くということなんで浜名湖にこの前サイクリングに

来てくれて、湖西市に泊まって飲食をして帰ってい

って、またフェイスブック等々でも湖西市のＰＲを

していただいてるというようなものもありますんで、

そういった宣伝も含めて、今道路のお話ありました

けれども、もちろんそういった道路整備であるとか、

ほかのソフト面、例えば案内の、観光の案内表示板

であるとか、やりたいこと、すべきことはたくさん

ありますけれども、やはりこれも優先順位をつけて、

できることから、そしてやはり快適安全にサイクリ

ングであるとか観光を楽しんでいただく。これが重
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要だと思ってますので、ＰＲも含めて環境整備は一

つ一つできることから行っていきたいと思っていま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございました。そ

う簡単にできることでは、道路の一部を変えるだけ

でも10年もかかる、20年もかかるという世界ですの

で、またよろしく推進のほうをお願いしたいと思い

ます。では、これで私の質問は終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、12番 豊田一仁君の発

言を許します。それでは12番 豊田一仁君。 

  〔12番 豊田一仁登壇〕 

○12番（豊田一仁） 12番 豊田一仁です。少しお

時間をいただいて、消防本部の組織及び業務の見直

しについてという主題で質問させていただきたいと

思います。 

 御承知のとおり、一昨年になりますね、28年度の

予算を編成するに当たって、市議会から委員会要望

という形で市長部局のほうに書類を提出させていた

だいております。その中に、消防本部に対する職員

定数条例の見直しという項目がございました。 

 これは、近年の救急車の出動要請件数の増加と、

さらに出動時の市外医療機関への搬送件数の増加に

よる、救急隊員及び救急車両の拘束時間の増大によ

る救急業務管理上の問題と、職員の負担の増大を考

慮した上での要望でした。 

 先ほど同僚議員の質問の中にも市内の病院、市外

の病院の事例がございましたけれども、かなりの数

が市外に運ばれておるという実態の中で、職員の負

担だけではなくて、市民の安全そのものにも影響の

強い部分であるという判断に基づくものです。 

 この要望に対しまして当局からは、「定数条例の

改正は財政的にも非常に大きな課題であるため、慎

重な見直しが必要とされます。そのため、将来的な

救急需要の推移を含め、救急隊員の専従化、出動態

勢の見直し等、さまざまな問題を総合的に捉え、十

分な消防体制を確保するために必要となる適正な定

数の検討を行います」との回答を受けております。 

 昨年の消防の出動数は、先ほど同僚議員が示した

ものよりも多くなっておりまして、火災出動が18件

に対して救急出動が2,045件、その他救助等の出動

45件と、非常に多くの出動が行われております。さ

らに救急搬送のうちの市内搬送は60％であったとさ

れております。いわゆる40％は市外の医療機関に運

ばざるを得なかったということですね。 

 市民の皆さんの火災予防意識や消防関係者の災害

予防活動などの成果もあり、火災出動の減少が進む

中で高齢化の進行などにより救急出動は今後さらに

増加することが予測されます。そこで、市民生活の

安全・安心のため、消防体制の検討や見直し作業の

状況を確認させていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 基本的な質問としまして、その１で、状況分析と

業務や組織の検討、見直しは行われましたか。もし

見直しをされたのであれば、その手法、範囲、内容

を伺いたいと思います。この要望書を提出しました

我々も簡単に定数がふやせるものとは思っておりま

せんので、まず内部的な検証から始めていただけた

んではないかなと思っております。その辺の御説明

いただければありがたいです。お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。消防長。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） それでは豊田議員にお答え

いたします。 

 消防本部の組織の問題につきましては、平成28年

度、今年度でございますが、消防本部内で検討する

組織を立ち上げております。 

 この中では、最近の出動状況に対しまして現状の

消防体制で対応ができているかなど、こうした検証

を行った上で、将来的な救急需要の推移を見据えた

消防体制、それから勤務体制含む組織全体のあり方、

これを検討しております。 

 市民が安全で安心して暮らせるまちづくりのため、

今後の湖西市の消防のあるべき姿をしっかりと捉え

た消防体制を確立したいと考えております。以上で
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答弁とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君、よろしいですか。 

○12番（豊田一仁） 非常に簡潔明瞭な答弁で、済

みません、私には内容が理解できないもんですから、

もうちょっと細かいところを触れていただけるとあ

りがたいなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 細かい内容で説明をさせて

いただきますと、消防本部内で今年度検討組織を立

ち上げたということですけれども、自分がいわゆる

会長というような形で、将来を担う課長代理級の若

い職員、各所属から選出いたしまして、まずその現

状にいろんな出動の形があるもんですから、それに

対して現状どういう形で対応しているかと。それに

ついては十分な人が充てられているかというような

ことをいろいろと数字を集めまして検討いたしたと

ころでございます。 

 そうした形の検討を行って、まずは実態把握、そ

してそれを分析、検証するということで、現在の姿

をしっかりまず出すという形をとった上で、その次

に実際に今の体制がしっかりと対応できないという

ことであるとすれば、今後消防体制としてあるべき

姿、これは体制ですとか、制度、勤務条件等、そう

いったあるべき姿はどういうものがいいのかという

検討の中では、これは一つには要望ばかりではやは

り消防サイドの一方的な意見になりますので、湖西

市の地域の実情に合った体制、そうしたものはどう

いうものかという形のものをまずあるべき姿を出し

た上で、その後そのあるべき姿、いわゆる消防体制

を確保するためには適正な職員数としてどういった

人数が必要なのか、そういった細かいところもしっ

かり説明できるようなものを結果として出すと。そ

ういうようなことを今現在進行形ではございますが、

検討しているというような形でございます。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） ありがとうございました。日

常業務、かなり過酷な業務をこなしながら、さまざ

まな分析、検討、大変かと思いますけども、ぜひ進

めていただいて、最近、消防本部というんですか、

消防署というんですか、シフト体制を根本的に見直

すような風潮も若干耳に入るようになってきてます。

そういったことも含めて将来展望持った形を提示し

ていただけますように期待したいと思います。 

 次の質問に移らせてもらいます。 

○議長（二橋益良） ここで質問の途中ではござい

ますけども、一時休憩としたいと思いますけど、よ

ろしいですか。 

 それではただいまから休憩といたしたいと思いま

す。再開は11時15分といたします。 

午前10時58分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 ただいま豊田一仁君の一般質問の途中ではありま

すが、休憩中に８番 吉田建二君より参考資料の配

付を求められておりましたので、これを許可してお

ります。資料は議席に配付させていただいておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それでは豊田一仁君、質問を続けてください。 

○12番（豊田一仁） 質問に入ります前に、申しわ

けない、ちょっと私のほうも修正をお願いしておか

なくてはいけなくなりました。 

 私のチェックミスがありまして、質問の要旨のと

ころで昨年の出動件数、火災出動18件、救急出動

2,045と読みましたけども、2,028の間違いがござい

ましたもんですから、済みません、私の確認ミスで

ございました。いずれにせよ、大きな出動件数であ

ることは変わりありませんし、ちょっと済みません、

これに関して継続した質問をさせていただきたいと

思います。 

 今、基本的に組織の見直し、業務の見直しという

ことでの御説明をいただき、私も聞かせていただき

ましたけども、そういった中でちょっと細かな点な

んですけども、例えば救急車を呼ぶ前にということ

で7119の電話番号というのが一時期告知されたこと

があります。要は、救急車119ダイヤルする前に

7119にダイヤルしてもらって、症状を報告してもら

うと。その症状が果たして救急車を呼ぶに必要な症



１９０ 

状なのか、それとももうちょっと様子を見てもいい

のか、それとも落ちついて近くの医者に行ける状況

なのかというのを電話でアドバイスしようという制

度なんですけども、それから小児科に関しては8000

番という、8000というのがございます。そういった

ものの利用の状況、それからそれの利用へのアプロ

ーチというのは検討会の中ではされているんでしょ

うか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 最近の救急需要の増大に対

応するため、いわゆる救急車の適正利用という形の

中でそういった相談ダイヤルというものが考案され

ております。それに関しましてはある程度大きな消

防本部というようなところでまだそんなに多くは運

用されてないんですが、常駐するスタッフ等いろん

な問題がありますので、まだまだちょっと、小さな

消防本部単位では実施がされておりませんので、当

消防本部でもそういった相談ダイヤルは設置されて

おりませんので、ちょっと利用状況については全国

的なものは現在承知はしておりません。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） では重ねて確認をさせてくだ

さい。数年前に老人家庭に対して戸別訪問する中で、

救急隊員向けの医療情報をそれぞれ記載してもらっ

て冷蔵庫に張ってもらいましょうという働きかけが

されたと思います。これは現在も継続しておられる

のか、それとも、もし継続しておるとすれば効果は

上がってるのかどうかというあたり、ちょっと確認

させてください。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 確かに数年前にそうした情

報を冷蔵庫等に張っていただいて運用してるという

事実がございます。これはある意味例えばひとり暮

らしの老人家庭で本人が倒れたような場合に、いろ

んな情報が誰にも聞くことができないと、そういっ

た事案もあったことから、そうした独居、いわゆる

ひとり暮らしの高齢者のお宅への防火診断というと

きに一緒に配らせていただきました。 

 これはその防火診断が年度ごとにいろんな企画で

考えておりますので、毎年毎年同じというような形

では運用しておりませんが、以前にはそういった形

で配布しまして、今後そういったようなものがまた

大分人もかわったりして不足してるようなものであ

れば、今後またやる可能性もございますが、現在毎

年継続してるというわけではございませんで、その

時期に配られたものを救急事案のときに救急隊員が

確認をして活用しているという状況でございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） 必要性の度合いは低いという

認識なんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） この必要性は件数そのもの

はそんなに多くはないとは思うんですけれども、や

はりそれが１件、２件であったにしても、そこで救

える命があるとすれば、十分に活用できるものだと

いうふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） あの手法は他市でもってプラ

スチックの筒に保険証ですとか、主治医の住所です

とか、御自身の今でいうならばお薬手帳のようなも

のまで一緒に保管してもらって、一番冷蔵庫が誰で

も目につくだろうということから、それを冷蔵庫に

入れていただくことで、御自身も管理がしやすい。

それからさっき消防長おっしゃられたとおり、救助

に向かった救急隊員も基本的な医療情報がすぐ入手

できるということを進めていた市があって、それを

参考に予算をかけずにいかに湖西バージョンをつく

るかということで検討していただいて採用されたも

のだというふうに記憶しております。 

 私は基本的な情報をいかに早く把握して、適切な

処置に向かえるかというのは大きな要素ではないか

なと思ってますので、一つの提示とさせていただき

たいと思います。ありがとうございます。 

 続きまして２番目の質問に移らせてもらいます。 

 消防業務の遂行に関しましては、消防団の存在も

大きな検討要因と推測いたします。特に火災現場に

おきましては消防団と消防署の連携が第一前提にな

ると思いますし、これに関連しまして消防団の構成、

その担うべき業務に関してはどのように検討されて
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おられるでしょうか。お聞かせください。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 消防団の災害現場における

業務につきましては、防御活動、避難誘導、交通整

理、広報活動等、こうしたものが主な業務でござい

まして、日常的には火災予防ですとか応急手当等の

普及啓発活動を行っていただいております。 

 災害対応の現場におきましては、まず消防本部が

迅速に出動しまして、人命救助や初期消火等を行い

まして、被害の拡大をまず防止しております。それ

に対しまして消防団は初動は少しおくれますけれど

も、豊富な人員を活用しまして大規模災害ですとか

遠距離の中継送水等、そうしたところで威力を発揮

していただいております。そうした消防本部の確実

な初動体制と消防団の組織力、こうしたものは市民

の安全・安心の両輪として必要不可欠なものという

ふうに考えております。 

 そのため、今後は消防本部と消防団との連携のあ

り方などについて、必要に応じまして検討してまい

りたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） 消防団そのものの存在という

のは、法的にも社会的に認められた存在であります

し、いわゆる消防本部の下に位置するというもので

はない位置づけになってますので、消防の職員の皆

さんが消防団に軽々に指示命令するということはな

かなか法的には許されない環境があるわけなんです

けども、そうはいってもやはり消防防災という意味

では、専門職である署員の皆さんと消防団の連携と

いうのは非常に大きな要素になりますし、常々疑問

に思ってたんですけども、やはり消防団が放水して

消火活動を行うというのは大きな使命ですけども、

もう一つは消防職員の皆さんが安全に消火活動に専

念していただける環境づくりをするというのも消防

団の職務としては大きいんではないかなと。ついて

は消防車両の中に例えば三角コーンであったり、立

入禁止のテープであったりというようなものを積ん

で、火災現場においては司法権まで認められている

のが消防団員なりますので、大いに力を発揮しても

らうという方法もあるんではないかなというふうに

感じておるところですけれども、その辺いかがでし

ょうか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 確かに消防団員の方々にも

いろいろと協力をお願いしている中で、現在、安全

管理に関しましては、消防本部でまず指揮隊が出ま

して、そうした立入禁止のテープですとか、コーン

も数はそんなに多くはありませんが、そうしたもの

も持って災害現場に出動しております。 

 そうした中で例えば初期の段階で消防、いわゆる

常備消防が消火活動に専念してる中、消防団の方が

来ていただいたときには、そうした安全管理をまた

消防団のいわゆる消防団指揮、指揮をとる消防団本

部と連携してお手伝いを願うというようなことは、

これまでも何度かあったというふうに記憶しており

ますので、そういった意味での連携はしっかりとれ

ているというふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） ありがとうございます。最近

よく問題になる消防団のなり手がない。理由はいろ

いろあろうかと思います。ただ、一つ懸念されるの

が、消防団員というのは特別職の地方公務員という

社会的な身分が認められた、それなりの権限もある

存在になりますので、やはりプライドを持って活動

をしていただける環境をつくっていくというのが、

なり手を確保する一つの要因ではないかなというふ

うにも考えております。むやみに権限を発揮するこ

とはできないにしても、やはり消防団業務に対する

自負心といいますか、いわゆるボランティア精神の

塊でなっていただいてる方が非常に多いんで、火災

現場なんかではそのはやる気持ちをいかに抑えても

らうかというのが大事な要素なんですけども、ただ、

それをほかの業務をしてもらう場合に、こういった

権限を持っているんだというプライドを持った活動

につながるような、ぜひ助言なり、アドバイスなり

をしていただけたらなというふうに感じております。 

 では最後の質問に移らせてもらいます。 

 救急業務は医療部門等との密接な関連があると考

えています。これらの部門は検討に関与したのでし

ょうか。 
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○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 市内の市立湖西病院を含む

基幹病院とは、連携・強化を図るため研修、それか

ら合同訓練等を開催しております。年度当初には定

期的に調整会議等を開催しまして、救急搬送の現状、

それから重篤な患者などの受け入れ体制について話

し合いを行っているところです。 

 また、特異な事案・事例が発生した場合にも、随

時検討会を行うなどして連携を図っております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） 今の答弁のとおりであれば結

構かなと思いますし、やはり消防業務の中において

救急の必要性というのはさらにさらに増していくこ

とになると思いますので、ぜひ医療行政部門、それ

から医療現業部門ともにお力を合わせていただいて、

市民の安全に対応していただけたらというふうに期

待しております。 

 今、御説明いただいたような内容に関しまして、

ある程度のアウトラインがまとまってくるのはいつ

ごろの目安になりますでしょうか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 現在行っております検討会

につきましては、これはいわゆる消防サイドでいろ

んな要望・検討をまとめる形で行っておりますので、

今後これを市長まで当然報告をさせていただく中で、

最終的には市の消防責任をどういう形で果たしてい

くかと、そういった方針をしっかり最終的な意思決

定をいただいた後に、もともと委員会から要望があ

った事項ですので、その結果がしっかりとまとまっ

た後に委員会等で御報告をさせていただきたいとい

うような形で考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） まだかなりの時間を要すると

いう認識でしょうか。それとも比較的短期間といい

ますか、何カ月かの間で結論が出るという認識でし

ょうか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 消防本部でことし立ち上げ

をしたときのスケジュールで考えますと、今年度中

には結論を出して、市長まで報告したいという形で

考えております。現在、少しおくれぎみな形ではご

ざいますが、今後そこへ向けて少し頑張って検討を

重ねたいというところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 豊田一仁君。 

○12番（豊田一仁） ありがとうございました。消

防部門に関しては非常に大きな方向性を示すものに

なろうかと思います。早い時点でよい形で提示いた

だけることを期待したいと思います。 

 以上で終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（二橋益良） 以上で、12番 豊田一仁君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、８番 吉田建二君の発

言を許します。それでは８番 吉田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ８番 吉田建二です。一般質

問をいたします。 

 最初に、産業廃棄物処理施設の建設計画への対応

について質問をいたします。 

 さきに議長の許可をいただきまして、資料として

写真のコピーを配付させていただきました。１週間

前の３月２日の10時過ぎに撮影したものでございま

す。小雨でしたけども、傘を差して撮影をいたしま

した。産廃の焼却場の様子を理解していただけると

思います。この日の焼却は、産廃の種類それから気

温、湿度、風力等いろいろな条件によって煙の状況

も変わってくると思いますけども、３月２日はこう

いう状況であったということで御理解をいただきた

いと思います。 

 なお、写真をごらんいただきまして境宿の堤下で

撮ったものでございまして、上手の写真の正面より

やや左側のところに、ちょっとうっすら見える、そ

このところが番場池と堤下の町内のところでござい

ます。ここの地点から約250メーター南下して、い

わゆる境川を上流へ行きまして、前へ進んでいって

撮ったのが下の写真でございます。このときには少

しアングルを空のほうに向けて撮影したもんですか

ら、露出は若干暗くなっておりますけど、空のほう
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に露光が合ったとこういうことでございます。 

 この日は煙がよく見えましたけども、煙が見えな

いときでも透明な煙がこんな状況でたなびいている

というようなことを御理解いただければと思います。 

 それでは質問に入らせていただきます。 

 豊橋市原町における産業廃棄物焼却施設を経営す

る会社が、大規模な施設への建てかえを計画してお

ります。当市にとっては実に大きな関心事でござい

ます。 

 平成28年９月に新所原と白須賀の２会場で説明会

が開催され、その後住民から意見書が出されており

ました。このたび、意見書に対する回答が出され、

２月中旬に縦覧されました。私も意見書を出してい

ましたので、回答を見ましたが、住民の不安を軽減

する内容には至っておりませんでした。 

 大気汚染と騒音にかかる生活に密着した問題であ

るだけに、本件に対する市の捉え方を確認するとと

もに市民の不安軽減に向けた対応につなげていきた

いとの思いで質問をさせていただきます。 

 最初の質問です。意見書で述べられている市民の

意見や要望について、市ではどう受けとめておられ

ますか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。環

境部長。登壇してよろしくお願いします。 

  〔環境部長 松本省貴登壇〕 

○環境部長（松本省貴） お答えをいたします。 

 建てかえの計画でございますけども、昨年の７月

19日付で、豊橋市から本市に産業廃棄物処理施設の

設置にかかる事業計画書の提出があった旨の通知が

届きました。本来であれば、豊橋市の定める紛争予

防条例、この手続では本市に対しましてはこの通知

のみで進められるところでございます。しかしなが

ら、本市から豊橋市並びに事業者に強く要望いたし

まして、豊橋市の紛争予防条例に準じた手続、これ

を湖西市においても行っていただくということにな

りました。その後、議員のお話あったように事業計

画書の縦覧と事業計画の説明会、これを経まして湖

西市民の方々から62通の意見書を提出されておりま

す。 

 計画地の周辺には産業廃棄物処理施設が複数存在

しておりまして、なおかつ年間の約３分の２の風向

きが湖西市のほうに向かっておるということなどか

ら、過去からのかかわりが非常に強い周辺住民の方

が関心が非常に高いというふうに受けとめておりま

す。以上でございます。 

○議長（二橋益良） ８番 吉田建二君、いかがで

すか。 

○８番（吉田建二） 62通の意見書が出てるという

ことでございますけども、その意見書の内容はどの

ような内容でしたでしょうか。主なものを教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 意見書の主な内容でござ

いますけども、大きく分けて３点でございます。今

度建設される施設の構造や安全性、排水の対策、緊

急時の体制について、この辺の不安が１点。もう１

点、会社の経営体質や、過去排出基準の超過などの

事故を起こしておりますので、そうした会社に対す

る御意見、経営姿勢に対する御意見。それから３点

目がきれいな空気を吸いたいなど、署名運動的な要

望といったふうに分類をしております。以上でござ

います。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 私も意見書の縦覧で拝見をい

たしました。いわゆる市民の意見書に出された内容

とすれば、炉が大き過ぎると、そして120トンとい

うことですので、できれば60トンの２炉にして運転

はしてもらえないかとか、あるいは工事中にいろい

ろなトラブルが起きてはいけないので、工事中にお

ける協定書、それから運転が始まったときの安全管

理等々についての要望があったと思います。 

 こういうような要望が全て回答があればいいんで

すけども、回答があったのは３分の１か、よく見て

も２分の１は行ってないんじゃないかなと思うぐら

いに非常に少なかったわけでございます。 

 そういう点から行きますと、この意見書の内容は

極めて重要な事柄だと思いますけども、この内容が

市でも重要な事柄であると認識されてるのでしょう

か。その点について確認をさせてください。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 
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○環境部長（松本省貴） 生活環境の影響について

は、住民の意見をおっしゃっていただいて、会社か

ら回答を得るというのが豊橋市の紛争予防条例の手

続、これに準じて行っております。 

 今お話があったような会社の経営姿勢ですとか、

要望のような建設計画にかかわりの薄いといいます

か、少し離れたところについては、回答から除外を

しておるというのが回答の本来の趣旨ということで、

私ども受けとめております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 会社の経営が非常に今まで住

民に不安と不満をもたらしてきたと。こういうとこ

ろをしっかり指導監督していって、しっかり環境基

準を守ってくださいよ、また住民市民の皆さんに不

安を来さないように操業してくださいよと指導する

のは、これは指導監督をする豊橋の任務だと思うわ

けです。そこのところに湖西市がしっかり言ってい

かなければいけないじゃないかなとこう思うわけで

ございます。 

 今の部長の答弁は、重要な事柄だと認識してると

いうように私は理解をさせていただきます。重要な

事柄でありながら、その回答は冒頭申し上げたよう

に住民の不安を軽減するような内容には至っており

ません。説明会で説明された内容を繰り返して述べ

ていたり、あるいは項目によっては回答ないものも

幾つかあったとこういうことでございます。 

 このように回答内容が期待に応えていない。また

回答ない項目も多くあると。こういう状態を市では

どう受けとめているのでしょうか。お尋ねをいたし

ます。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 回答のない項目について

は、引き続き事業者に回答を求めております。現在

のところまだ回答はございませんけども、回答があ

り次第お知らせをするというふうに考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） ぜひ回答を求めて、そしてそ

れを市民の皆さんのとこにお知らせしていただきた

いなとこんなふうに思います。 

 それでは次の質問に行きたいと思います。 

 建設計画があると知ったのは、私は遅くて昨年の

正月でした。施設が古くなれば施設を更新していく

ということは自然の流れであることから余り意識の

中になかったわけでございますが、時間当たりの処

理量が現在の2.5倍に拡大して、さらに24時間操業

になるということから、１日処理量は今の6.6倍に

なると聞いて驚きました。 

 建設地が豊橋市で市外となることから、湖西市と

しては直接事業者への指導は難しいと思いますが、

湖西市民の不安を軽減させるためには、行政はしっ

かりと対応してほしいとの思いのもとに、昨年の３

月議会で一般質問をさせていただきました。その後、

夏の説明会が西部公民館と南部構造改善センターで

開催され、住民からの意見書の受付、回答も２月に

出されて現在に至っております。 

 そこで、この事業計画の全体を捉えて市ではどの

ように受けとめ、今後どのように対応していこうと

しているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 今回の産業廃棄物処理施

設の建設計画は、議員おっしゃったとおり、現行の

焼却量を大幅に超える施設を、現施設の隣接地に建

設しようとするものでございます。 

 先ほども御説明いたしましたけども、本市は豊橋

市の紛争予防条例の適用を受けない、豊橋市市内に

しか適用されないということでございますけども、

湖西市民に対しても豊橋市民と同様の手続を行って

いただけるよう強く要望して進めてきているところ

でございます。 

 また、豊橋市長さんに対しましても、平成28年12

月１日に三上前市長が、12月28日には影山市長が直

接お会いしまして、大きな影響を受ける湖西市民に

配慮した慎重な審査をお願いをしております。 

 施設周辺住民の健康と生活環境を守るため、引き

続き事業者とそれを管轄する豊橋市に対しまして、

湖西市民への配慮を強く要望してまいりたいと思っ

ております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 12月１日には三上市長が、12
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月28日には影山市長が豊橋市の佐原市長に面談をさ

れて、このことも要請していただいたということで、

このことについては感謝を申し上げます。 

 しかし、私の率直な気持ちを申し上げると、行っ

ていただくのが余りにも遅い。こう私は思います。

もうおやめになった市長ですので、ここでとやかく

申し上げませんけども、行っていただくだったらも

っと早い時期に行っていただきたい。そういうふう

に思います。私は昨年の３月の一般質問のときに、

市民の気持ちをしっかりと受けとめて、首長じかに

豊橋市長にお会いして訴えてくださいと、こうやっ

てお願いをしたわけでございます。12月１日という

と、退任の御挨拶に行かれたそのときにお話しされ

たのかなというような、そんな邪推もされるわけで

ございます。 

 次に、これをどう受けとめるかということが非常

に大事でございます。その受けとめ方によって、そ

の後の対応は180度変わります。どのように受けと

めるか。その受けとめの姿勢はとても重要であると

いうことです。 

 申し上げます。事業計画があります。しかし、ど

んな計画でもしようがない、市内ではなく、市外の

ことである。事業所に直接話もできないし、どうし

ようもないから静観するしかないと見てしまうか。

それとも、直接指導はできないが待てよ、計画はと

てつもない大きな施設である。事業者のこれまでの

対応は住民に不満と不安を与えている。今回の事業

計画による１日当たりの処理量は現行の18トンから

120トンへとはね上がり、市民の不安は極めて大き

いものがある。それだけに市民の生活環境を守って

いく湖西市としては、しっかりと腰を据えて対応し

なければならない。そのために行政として何をしな

ければならないかを真剣に考えていかなければなら

ないと受けとめていくのか。この受けとめる姿勢は

極めて大事なことであり、重たいものがあります。 

 そのような気持ちで市では受けとめていただいて

ると、こういうぐあいに私は理解したいのですが、

それで間違いありませんね。確認させていただきた

いです。いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 昨年、豊橋市長さんに直

接市長さんからお伝えをさせていただいた中にも、

事業者からの排出ガスの影響を受けるのは湖西市民

のほうが非常に強いんだということで、それに関し

ては湖西市民の関心も非常に高いということで、そ

うした施設については慎重な審査をお願いする旨、

申し入れてございます。こうした姿勢で臨んでおる

ということでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 環境基準を事業者に厳守して

もらうための対策を、市ではどのように考えている

のかお尋ねいたします。３つ目の質問でございます。

よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 焼却施設の排出ガス規制

につきましては、大気汚染防止法、これとダイオキ

シン類対策特別措置法、この２つによりまして排出

基準が定められております。事業者には規制値の遵

守が義務づけられておるといったことになりますけ

ども、本市といたしましては排出基準の遵守は当然

のことでございますけども、事業者みずからが厳格

な自主規制値、これを設定していただきまして、住

民に公表する中でそれを遵守していく、こうしたこ

とが必要だというふうに考えております。 

 監督機関である豊橋市とともにその状況を監視す

るために立入検査も同行しておりますけども、そう

した中で運転状況等を確認するとともに、今後は豊

橋市が行うダイオキシン類の測定にも事業者への通

告なしでの抜き打ちの検査といったものを豊橋市に

要望していきたいということを考えております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今、部長のほうからいろいろ

お話しいただきました。私もこういうことをやった

らどうだろうかと、こういうことでメモったものが

ありますので、それを少し読まさせていただきます。 

 何と言ってもこれは今までもやっておられるとい

うことですけども、自治会と事業所との協定書の締

結。関係自治会は湖西市内に14自治会ございますが、

できればこれよりかもう少し拡大してもいいじゃな
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いかなと思いますが、しっかりとその事業所との協

定書を締結する。これには市がたっぷりとかかわっ

ていただくと。そういうことをお願いしたいと思い

ます。 

 それとその次に、関係機関との連携。湖西市と豊

橋市、湖西市と静岡県、湖西市と事業所、湖西市と

湖西市民、こういうような関係機関との連携をそれ

ぞれしっかりと確立するということ。そして市とし

ての対応要領を明確に定める。できれば明文化する

ほうがいいんではないかなと思うんです。いわゆる

協定書の完全履行を徹底する。そして報告書は必ず

もらう。できれば定期的に、数は多いほどいい。そ

れと湖西市と事業所とのスタッフは年数回、定期的

に面談をして、信頼関係の構築に努める。ある程度

顔なじみになると。そういうことによって実はこれ

これこんなこともあったんですよというようなこと

を直接伝え、また事業所のほうも市の行政スタッフ

への信頼を裏切ってはいけないというそういう自覚

に訴えていくと。これについては最初は豊橋市の仲

介なんかもお願いしなければならないと思います。

それと豊橋市の検査には同行する。これ先ほど言っ

ていただきましたね。それから臨時検査を年数回要

請し実施する。そしてこれらの結果や内容を、地元

自治会を初め関係者にお知らせする。こういうこと

を頻繁に行っていけば、行政と事業者とそして市民、

住民との信頼関係もだんだん構築されてくるんじゃ

ないかなとこういうぐあいに私は考えます。 

 では４つ目の質問をお願いいたします。 

 市として住民の声をしっかりと把握し対処してい

くには、それなりの流れを明確にした仕組みをつく

ることが必要と考えます。 

 例えば要望や意見があったら、意見要望調書とで

も名前をつけて様式を定め、いつ、誰が、どのよう

な内容の意見や要望を言ってこられたかを詳細に書

き入れ、受け付けした職員の名前を記入しておきま

す。必要があれば現地へ行って確認し、場合によっ

ては写真も撮っておきます。そしてあらかじめ出席

者メンバーを決めておき、意見要望検討会を月に一、

二回、定期的に開催します。意見要望に対してどう

するかを協議して、その結果に応じて県へ要請する

か、管理監督者の豊橋市へ、あるいは豊橋市を経由

して事業者に申し入れるか等対処していきます。ま

た、内容によっては意見や要望を出してこられた方

に事情を説明して、我慢をしてもらったり、理解を

お願いすることもあるかもしれません。 

 いずれにしても市民からの声をしっかり受けとめ、

対応していく仕組みをつくることが必要だと考えま

すが、いかがですか。お伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 市民の声を把握し、それ

に対処していくということは、行政の責任であると

いうふうに考えております。 

 このため、苦情や相談などの市民の声を受けた場

合には、直ちに現場を確認するよう努めております。

対応の結果を相談者に報告し、迅速な対応を第一に

考えるということで努めております。今回のこの建

設計画に関する市民の声の把握、対処につきまして

も、スピード感を持って対応に努めておるところで

ございます。 

 議員御提案の仕組みづくりにつきましては、現在

のところ相談者の要望に応じ、対応した結果を見え

る化をして市民が広く共有できるようにウエブサイ

トで公表というような形の周知の方法を検討してお

ります。 

 また、市民との先ほどお話が出ましたけども、今

回の件だけで市民との連絡会というようなことでは

なくて、環境の問題はいろいろ臭気の問題とか、ほ

かにも多岐にわたるということで、その建設にかか

るものだけで連絡会というところは現在考えておら

ないところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君、どうですか。 

○８番（吉田建二） まず、苦情があったり意見が

あったら、すぐ現場へ出向く。そういうことに心が

けていただいてると、これは非常に私も感謝申し上

げます。 

 問題は、さっき申し上げましたように意見要望調

書とでも名をつけてしっかりとそれを記録しておい

て、それを誰でも見れるようにする。今度はウエブ

サイトへ掲示をするというようなことでございます

けども、細かいようなことをしっかり書いておいて、
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以前にもこういうことがあったではないですかとい

うことを今度はその現社にも言えるし、またこうい

うようなことについては何とか改善をしていこうと

いうことで後戻りをしないように、しっかり記録に

残しておく、見えるようにしておくということは大

事ではないかなとこんなぐあいに思います。 

 それから連絡会議についてはまた次の質問でまた

申し上げますのでお願いいたします。 

 では５番目の質問をお願いいたします。 

 関係機関との連携を密にすることは、業務を推進

していく上で大切なことでございます。特に指導監

督の立場にある豊橋市との連携は、極めて重要であ

ります。 

 そこで、湖西市と豊橋市の両市のおける連絡協議

会的な組織を立ち上げることが有効と考えます。そ

の会議の中で市民からの意見や要望、または検査結

果などを共有し、事業者に環境基準を遵守してもら

うための協議を重ねていきます。このようなことを

主体とした協議会的な組織を立ち上げたらと考えま

すが、いかがでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 本市といたしましては、

今回のような産業廃棄物処理施設の建設計画、また

大気汚染の問題に限らず、豊橋市との県境における

問題ですね、臭気の問題ですとか、不法投棄の問題、

また産業廃棄物の処理施設が県境にあるといったよ

うな問題、広く環境面で連絡調整をする必要がある

というふうに認識しておりまして、豊橋市との話し

合いの場を設ける必要性を感じております。 

 こうしたことから、現在、豊橋市との連絡協議会

の立ち上げについて調整を進めているところでござ

います。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今の部長の答弁では連絡協議

会的な立ち上げをしていただくように進めていって

るとこういうことでよろしいですね。ありがとうご

ざいます。非常に心強く感じます。 

 連絡協議会を立ち上げていこうということになり

ますと、組織をつくることは設置要綱なり覚書なり、

目に見える形になることから、それは行動につなが

っていきます。それが成果に結びついていきます。

そういう意味において、非常に前向きに取り組んで

いただくということは、感謝申し上げたいと思いま

す。 

 それでは６番目の質問をお願いいたします。 

 廃棄物処理施設に関連した対応の的確性を高める

ために、事業計画の事前公開や紛争の予防や調整を

図ることを目的とした条例を中核市以上の市では制

定していると聞いています。これは中核市は産業廃

棄物処理施設の設置の許認可の権限を持っていると

いうことから、こういうことだということでござい

ます。 

 そこで、この許認可の部分は割愛し、住民と行政

とで懇話会的な組織を立ち上げ、住民と行政の共通

認識を図っていくこと。また権限のある所管する県

や市に対して湖西市としての要望事項や提案事項な

どを伝えていき、その実現のための対応を要請して

いくことや、必要に応じて関係の市や県を交えた協

議会を設置して協議を進めていくことなどを盛り込

みます。良好な環境を保持するために行うという目

的を明示し、そのためにどのような行動をとってい

くかの指針を明確にしていくことが大事と考えます。

このようなことを盛り込んだ条例を制定することは

極めて有効であると考えますが、いかがですか。お

尋ねいたします。 

○議長（二橋益良） ここでお諮りいたします。こ

の項を終了するまで少し12時以降延長したいと思い

ますが、よろしいですか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） それではそのようにいたしま

す。 

 答弁をお願いします。環境部長。 

○環境部長（松本省貴） 議員御提案の条例でござ

いますが、豊橋市に設置されます産業廃棄物処理施

設への強制力を持つといったような湖西市の条例を

制定することはできないというふうに認識をしてい

るところでございます。 

 したがいまして、先ほどからお話ししているとお

り、豊橋市に対しましては湖西市についても豊橋市

の条例の適用と同様の扱いという形でお願いをして
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手続を進めていただいてるというところでございま

す。今後におきましても、豊橋市との連携をさらに

強くして、こうした県境における環境問題の紛争予

防に努めてまいりたいと考えております。 

 なお湖西市におきましては、先ほど議員おっしゃ

られましたけども、産業廃棄物処理施設の建設計画

が持ち上がった場合、こうした場合には許可権限の

ある静岡県の条例が適用され、紛争の予防や調整が

図られることとなります。 

 市民との対話等々につきましては、また研究の必

要があろうかなというふうに感じております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 条例に愛知県、いわゆる湖西

市外に建設される産業廃棄物処理施設への強制力を

持つような条例をつくるということは、これは難し

いと思います。したがって、許認可に関する部分は

割愛をして、その他のところをやっていく。いわゆ

る条例を見ていきますと、市の責務、そして関係住

民の責務、それからそのほかは関係地域の設定とい

うことで湖西市の住宅や住んでるところから何キロ

以上、例えば1.5キロとか２キロ以内にできた場合

にはしっかりと湖西市の住民の意見をそこのところ

に関係者に伝えていくということになれば、それが

愛知県だった場合にはそれを豊橋市とか何かに、

我々は湖西市の条例の基づいてこういうぐあいに意

見を申し上げます、よろしくお願いしますというよ

うに要請をしていくということを決めておくという

ことなんです。要は自分たちの環境を守るための条

例をつくろうとこういう意味合いです。そしてその

他は生活環境保全協定の締結ですとか、あるいはい

ろいろな問題があったときには調査、審査を行うた

めの委員会を設置するとか、こういうようなものを

当市の条例で決めておこうと。それによって湖西市

は大変環境に対しては強い熱意を持って議決をして

るんだと。条例があるんだと。これはそういう事業

者に対して、あるいは関係者に対して一つの牽制に

もなるし、また湖西市の意識を高めていくという上

手に非常に有効ではないかなとこんなふうに思いま

す。 

 したがって、条例の制定について、ぜひ研究をし

てもらいたいとこのように私は考えておりますけど

も、いま一度この点について御確認をさせてくださ

い。いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） そうした湖西市の環境を

守るための条例ということについては、今後も引き

続き研究をしてまいりたいと思います。以上でござ

います。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今、部長のほうから研究をさ

れるということですので、行政スタッフの気概を持

った対応によって市民の不安軽減につながっていく

ことを期待いたしまして、この主題１の質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（二橋益良） それでは、ここでお昼の休憩

とさせていただきます。再開は午後１時といたしま

す。 

午後０時03分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、休憩

前に引き続き会議を再開いたします。 

 一般質問の吉田建二君の次の質問で、施政方針に

ついての質問でございますね。続けてください。吉

田建二君。 

○８番（吉田建二） 次に主題２、施政方針の推進

に向けて質問をさせていただきます。 

 平成29年度の施政方針が３月定例議会の冒頭にお

いて述べられ、市長がかねてより掲げておられる５

つの旗に沿って取り組んでいく施策の骨子について

説明がありました。 

 その内容は、いずれの項目においても市民の関心

が高く、大きな期待が寄せられていると認識される

ものばかりでございます。 

 そこで２つ目の旗である活気あるまちづくりの中

に掲げられている定住化の促進についてと、市民会

館の再整備について、もう少し具体的にお尋ねし、

事業の推進につなげていきたいとの思いで質問させ

ていただきます。 
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 最初の質問です。人口の減少に歯どめをかけるた

めの施策の一つに、定住化の促進について述べてお

られ、有効な対応策の調査研究を進めていくという

ことでありますが、定住化促進のための調査研究は

具体的にはどのように進めていこうとされているの

か。その概要についてお伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） それでは答弁お願いいたしま

す。市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の吉田議員からも御質問ありましたけれども、

施政方針、５つの旗、やはり市民の皆様からも御要

望というか、御期待の高いものばかりでありますの

で、しっかりと進めていきたいと思っておりますし、

今の御質問にありました定住化の促進、やはり人口

減少に歯どめをかけると。そして湖西市を、地域を、

活性化するためには非常に重要な手段であるという

ふうに思ってますし、まずこの一番根本にあるのは、

やはり市民の方々が住宅、おうちを建てたいと思っ

たときに、例えば自分の持っている土地であっても

自由には住宅という形で建てられないという現実が

多々あるということであります。これにはやはりい

ろんな経緯はあるにせよ、例えば都市計画法のよう

な数々の法令であったり、そういった規制によって

住宅を建てられる土地が限定されているとかいった

事実があるというふうに考えております。 

 ですので、まずは例えば今湖西市内には御案内の

とおり市街化区域、調整区域といった線引きがされ

ておりますけれども、市街化区域内の未利用地はま

だまだ残っておりますので、こういったところの活

用を図っていく。やはり市街化区域は市街化区域と

してしっかりと活用をしていくということをまず図

っていく。そして今度は調整区域内ですね。ここも

もちろん今既に調整区域でも集落は存在してるわけ

ですし、住んでる方もたくさんいらっしゃいます。

そういったところを、地域ごとにいろいろな手法な

りやり方なり、その地域ごとに丁寧に現実を見なが

らになると思いますけれども、計画的に、例えばこ

の区域についてはどういった開発であったり、宅地

を建てられるような、もしくは工場が建てられるよ

うな手法が適しているといったことを、有識者の御

知見も活用していったりだとか、地元の方々との意

見交換などを通じて調査研究をしてまいりたいと。

なかなかやはり今までもそうですけれども、一朝一

夕にはいかないことだと思ってますので、そこは丁

寧にやっていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君、よろしいですか。 

○８番（吉田建二） 市街化区域の未利用地、それ

から調整区域については地区ごとに対応を考えてい

きたいと、丁寧に行っていきたいと、こういうこと

を今いただきました。 

 本当に大きな問題だなと。市街化調整区域の見直

し、やってほしい、やってほしいという声はよく聞

くわけですけど、なかなか手をつけるのをためらっ

てきたというのが今までの実感ではないかなと思う

わけですけども、市長はそれに取り組んでいくと、

こういうことですので、ぜひ途中でつまずかないよ

うに、しっかりと足を踏ん張って、一つ一つ前へ進

めていただきたいとこんなぐあいに思います。 

 それでは２番目の質問をお願いします。 

 公共施設再配置の個別計画に取り組んでいくとい

うことでございますが、市民会館の再整備について

の大方の取り組みのスケジュールをお尋ねいたしま

す。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これもやはり市民の皆様といいますか、就任前か

らもそうですし、就任してからも湖西市民の方々か

ら多くのお問い合わせといいますか、御要望といい

ますか、関心の高い事項だと、直接お話をいただく

ことも多々ありますので、しっかりと進めていかな

ければならない事柄であるというふうに思っていま

す。 

 その中で、ことしの年明け１月からパブリックコ

メントという形で実施をさせていただきました湖西

市の公共施設再配置の基本計画、今まだ案の段階で、

年度内には策定したいと思っておりますけれども、

今後のこの施設の方向性の中で、市民会館に関しま

しては平成33年度から37年度、西暦でいうと2021年

から2025年度という形で、この間に周辺の公共施設



２００ 

等とあわせて複合化という形で建てかえをしたいと

いうふうに考えております。 

 これを今年度中にまず策定をいたしまして、平成

29年度ですね、４月以降の次年度という形になりま

すけれども、そこから今度は公共施設の再配置個別

計画というものをつくっていく予定としております

ので、その中で具体的に、例えば建設する候補地と

いいますか、どこに建設するのか、そして複合化を

するとすれば、どういったものと一緒にするのか。

公共施設であったり、民間の施設、何と一緒にして

いくか、どういった機能を市民会館に持たせるかと

いうことで、どんな施設と一緒にするかということ

が決まってくると思います。そういった機能として

どういった複合機能を持たせるかということであっ

たり、あとはやはり財源ですね。これはほかの市民

会館以外ももちろんそうですし、ほかの政策等もそ

うですけれども、建設に関して財源をどこから生み

出すかと、どういった手当をするかということが非

常に重要になってきますので、そういったもろもろ

の課題というものを一つ一つ検討していきたいと思

っております。 

 ですので、こういった今申し上げたようなことを

踏まえた上で市民会館を。ただ、できるだけやはり

早期に再整備、現時点で、この市役所の横にありま

すけれども、ここはもう解体ということで皆様から

も御審議、議決をいただいたところでありますので、

解体して、これからある程度の期間、新居の地域セ

ンターを今もそうですけれども、使わせていただき

ながら、市民会館的な機能をそこで任っていくわけ

ですけれども、やはり早期の市民会館という形での

再整備というのは、市民の皆様から多くのお声をい

ただいてますので、できるだけ早期な再整備ができ

るように事業のスケジュールを決めていきたいとい

うふうに思っています。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今、市長からできるだけ早く

にという気持ちは何度も繰り返し申し述べられて、

感じるわけですけども、またそうすると29年度から

その検討に取りかかるということであって、その構

想はいつぐらいにできるかそういうようなものはま

だちょっと今の大方のスケジュールの中では入って

きてないというように受けとめてよろしいでしょう

か。ということは、以前、市長が12月の14日のこれ

新聞ですけども、市民会館整備、年度内提示とこう

いうようなこと。年度内は難しいだろうなとこう思

いながら、私は意気込みは非常に受けとめたわけで

すけども、今もうはや３月になりました。そのおお

よその目安はこのくらいまでやっていきたいという

ようなそんな思いがあるのかどうか。そこら辺につ

いていま一度お尋ねいたします。３番目のほうにも

ちょっと関連してくるもんですから、２番はそこら

辺をちょっとお聞きしてお願いしたいなと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 今、吉田議員からもお示しあ

りました、報道等もありましたし、自分の思いとし

てもできるだけ早期にと、年度内にというような思

いももちろんあります。現時点でも例えば建設場所

に関しましては、複数の候補地が、考えられる候補

地がありますので、そこに関しては一つずつメリッ

トであったりデメリットであったり、もちろん相手

方といいますか、そこが市の土地でない場合には地

主さんとの交渉であるとか折衝が必要になってきま

すので、そういった具体的なお話はもう開始してい

るところでありますので、そういった一つ一つの課

題をクリアしながら、年度内にできるものは示した

いと思っておりますし、もちろん28年度そのものは

あと１カ月もないぐらいになってきてますので、そ

れをさらに具体的に示すのは、29年度の個別計画か

もしれませんけれども、そこはできるだけ前倒し、

早期に、できることからお示しをして、市民の皆様

にも見える形で、市民会館の再整備計画といった形

では進めていきたいというふうに思っております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） それでは通告してあります３

番目の質問を申し上げたいと思います。 

 市民会館の再整備時期が先送りになることを心配

する声を多く聞いております。施政方針の中では市

民会館の早急な再整備について可能なところから着

手していくと述べておられますけども、市長の構想



２０１ 

はどのようなものでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 先ほどの答弁とちょっと重なる部分もあろうかと

は思いますけれども、やはりまずはどこにつくるか

というような問題が非常に重要になってきますので、

そういった建設する候補地の選定をやはり早急に、

できるだけ早期に決定できるように進めていきたい

というふうに考えております。 

 もちろん合わせて今までのような形といいますか、

なかなか公共施設もこれから個別個別の管理が、集

約して複合化してというような管理に移っていくと

いうのは、これは公共施設の今の計画でもお示しを

しているところですので、できる限り複合化をして、

どういったものと一緒にするのが望ましいのか。例

えば今の市民会館であればホールがあったわけです

けども、そういったホール機能に合わせて例えば防

災機能であったりですとか、体育館、会議室、こう

いった不足をしているような施設と一緒にする。こ

れは今のはあくまでも例示ですけれども、どういっ

たものと一緒に複合化するのが望ましいか。また民

間施設というような例えば商業施設であったりだと

か、オフィス、マンションといったものが、候補と

しては考えられると思います。ちょっと離れてしま

いますけれども、東京の池袋の豊島区役所なんかは

区役所と一緒にマンションであったりとか、オフィ

ス機能を入れるような複合化施設をつくって、この

前、移転して開設されたところでありますので、こ

ういった市役所の庁舎も含めて、どういった機能を

この新しい市民会館の再整備に合わせて持たせるの

かということを、可能性の調査をしっかりと行って

いきたいというふうに思っています。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 市民会館は他の施設と複合す

るなど、その形態はいろいろ考えられると思います

が、湖西市としてはどうしても必要な施設だと思い

ます。できるだけ早い時期に市民会館の建設構想を

まとめ上げて整備計画を示すことによって、市民の

皆さんに楽しみを与えてあげてほしいなとこんなぐ

あいに思います。 

 そういうようなことから、ほかの公共施設と個別

の計画でやっていくとなると、どうしても先送りに

なってしまう嫌いがあります。そういう点でどんど

ん先になっちゃうんじゃないかなという心配の声が

あるということはさきの質問のときに申し上げたわ

けですけども、市民会館はどうしても湖西市には欲

しいんだと、そういうホール機能は湖西市として絶

対欲しいんだよと。ただ、どの施設と複合化してい

くか、どういうぐあいにしていくかということにつ

いては、今後検討していかなくてはならないという

ことですので、できればその市民会館については、

特別に研究プロジェクトか何かを立ち上げて、そう

いうようなことである程度先行して検討を進めてい

くと。それにあといろんな施設の再配置の中も同時

進行でやっていくというように、それに追随してい

くというようなことでやっていくと、一つの実現に

向けて少し具体的に、しかも前へ進むのではないか

なとこんなぐあいに思います。そこら辺について、

ぜひそんなことも考えていただきたいなと思います

けども、その点についての市長の所見をお伺いいた

します。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、吉田議員おっしゃっていただいたとおり、や

はり市民の皆様の関心の高さというのは感じている

ところであります。もちろん湖西市の公共施設、ど

れも、どれが重要だとか重要でないというものでは

ありませんけれども、やはりここ何年も市民会館自

体が廃止というか、今だと解体ということが決まっ

たりしながら、使用ができていないという状況が続

いているのは非常に私自身としても残念に思ってい

ますし、早期に再整備する必要というのは繰り返し

申し上げているとおりですので、そこは市民会館は

やはりほかの公共施設ももちろん重要ですけれども、

市民会館についてどうするかということは、市民の

皆様に見える形での、個別にお示しできるような形

が望ましいというふうに考えておりますので、そこ

はしっかりと前に進められるような形で検討して、

もちろんお示しをしていきたいというふうに思って

います。以上です。 
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○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今の市長の答弁をしっかりと

受けとめていきたいと思います。そして、その日の

来るのを強く待ち望んでるということを申し上げま

して、私の一般質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、８番 吉田建二君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、１番 福永桂子さんの

発言を許します。それでは１番 福永桂子さん。 

  〔１番 福永桂子登壇〕 

○１番（福永桂子） １番 福永桂子でございます。

通告に従いまして、私のほうからは２点お尋ねいた

します。 

 まずは天竜浜名湖線の通学費補助による利用促進

についてです。この質問を通告するに当たりまして、

世代を超えた年齢層を広く、私は地域住民の声を集

めてみました。ランダムではありますけれども、特

に知波田北部地区、大森、岡崎の住民の方々からの

思いを受けて質問するものでございます。 

 まず、質問しようとする背景や経緯です。湖西市

の北部地域から中・高生が公共交通機関を利用して

通学をするには、主に天竜浜名湖鉄道を利用するこ

とになります。天浜線ですね。しかし、例えば天浜

線の乗車料金は知波田―新所原間が片道270円です。

通学定期ですと６カ月間で３万6,470円になります。

これは決して安い金額とは言えず、天浜線の乗車料

金は、学生を抱える世帯にとって負担となっていま

す。 

 天浜線は運行本数が少ないことや、運行時間など

が合わないことに加え、交通費が負担になることか

ら、家族が車でＪＲ新所原・鷲津方面まで送り迎え

をすることが多くなっています。朝・夕の通学時間

帯には301号線は渋滞しており、時間の面でも子育

て世代の家庭にとって負担になっております。また、

通学のため自転車でＪＲ鷲津駅、ＪＲ新所原駅方面

へ向かう高校生もおり、交通安全や防犯の面でも不

安があります。 

 そこで、通学費の負担軽減と天浜線の利用促進を

図るため、湖西市が通学費補助制度として天浜線を

利用する中・高生の通学定期券購入費用を補助する

ことができると考えます。 

 天浜線を利用して通学をしたい、あるいは将来そ

うしたいと考えている学生の数は現在のところは多

くありませんから、補助を行っても市の財政に大き

な負担はないと考えています。通学支援として子育

て世代の負担を軽減するだけでなく、天浜線の存続

にも効果があるのではないでしょうか。 

 質問の目的といたしましては、中学・高等学校等

に天浜線を利用して通学する生徒の保護者の負担軽

減と天浜線の利用促進を図ることを目的に、通学に

天浜線を利用する中・高生の通学定期券購入費用の

補助を行うことを提案いたします。 

 では質問です。鷲津駅、新所原駅方面へ自転車で

通学する中・高生には、交通安全、防犯の面から不

安がありますけれども、そのことに対してどうお考

えでしょうか。 

○議長（二橋益良） それでは登壇して答弁をお願

いいたします。危機管理監。 

  〔危機管理監 松本裕行登壇〕 

○危機管理監（松本裕行） それではお答えをさせ

ていただきます。 

 交通安全につきましては、自転車を利用される方、

車を運転される方、それぞれが余裕を持って譲り合

い、交通ルールを遵守していただくことが大切だと

考えております。 

 防犯につきましては、みずからが危険を回避する

意識をもって行動していただくことや、地域の見守

りや声かけなどの活動が効果的であると考えていま

す。 

 市内各地では地域の皆様の御協力を得て、交通指

導隊や地区の交通ボランティアによる交通安全指導

や、防犯ボランティアによる防犯活動、青色防犯パ

トロールなどが行われ、交通事故防止や犯罪防止に

大きく貢献をしていただいております。 

 今後もさまざまな機会を活用いたしまして、関係

機関と連携し、啓発活動を積極的に進め、安全・安

心な湖西市の実現に努めてまいります。以上であり

ます。 
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○議長（二橋益良） １番 福永桂子さん、いかが

ですか。 

○１番（福永桂子） 確かに地域の人や、また防犯

活動に対するボランティアは大変ありがたいんです

ね。それも大変有効的なことだと思います。ただ、

本人が自転車ルールを守ったり、安全に交通ルール

を遵守していても、それでも本当に安全に歩いたり、

走行できる環境とは思えないわけなんです。例を挙

げても、利木の大きなカーブの幅員とか、花山のカ

ーブが多く見通しの悪い道路とか、坂道にある信号

もやはり北部地区には多いわけです。そういうとこ

ろで交通事故も多発しているはずです。地域住民と

しては大変心配な思いを持っておるわけです。子供

を持つ親はなおさらなわけです。 

 よく見ていますと、301号線は通勤・通学の時間

帯は渋滞を起こしておりますし、自転車専用道路は

なく、歩道も途切れ途切れになっています。そして

袖すれすれに車が走る状況であるんですね。全国的

に見ても、ルールを守って走行していても、車が歩

道に突っ込んでくる事故が絶えないわけです。そう

いう意味において、やはり不安は拭い切れないと私

たち住民は思っています。 

 教育委員会のほうは子供たちの通学の安全につい

て、どのようにお考えかお聞きしてもよろしいでし

ょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 子供たちの交通安全という

お話ですが、基本的には登下校につきましては、地

域によって、学校によって、さまざまな指導、その

指導の種類等も違いますけれども、集団登校をしな

がらという形で安全を配慮して通学させるところも

あれば、個々ではありますけれども、十分な通学路

の点検を行った上で最善の道路を通学路として設定

をして、そちらのほうに中心に見守りも含めて子供

たちが安全に登校できるような配慮をするというの

は現在行っているところであります。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ありがとうございます。北部

から鷲津駅まで30分はかかって、新居高校まで自転

車で行こうとしますともっとかかるわけで、自転車

通学には大変とても厳しい状況であるのは明らかで

す。地域住民にとったらもう少し歩道や自転車専用

道路の整備とか渋滞の解消などをやはり願っている

という状況にあるのも確かなことだと思います。 

 次、質問２番に行きます。 

 天浜線を利用する市内の15歳以上の通学者のうち、

湖西市内と湖西市外に通学する人数をそれぞれお聞

かせください。 

 また、湖西市外の主な通学地を教えてください。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） 御質問にありました市内

の15歳以上の通学者のうち、天竜浜名湖鉄道を利用

して湖西市内へ通学している方は、平成29年２月末

現在、ございません。 

 また、湖西市外へ通学している人数は、おおむね

20名であります。 

 次に、天竜浜名湖鉄道を利用した湖西市外への主

な通学地は、浜松市北区にある県立浜松湖北高校で

あると認識しているところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 大変人数が少ないというよう

な状況ということなんですけれども、だからこそ補

助できると思うわけなんですね。そして乗車料金が

高い上に本数も少なくて、乗り継ぎも悪い。そうい

うこともあるんだと思うんですね。より多くの方々

が利用すれば、この問題も解消の兆しを見せるんで

はないかなというそういう思いがあります。 

 浜松湖北高校に行かれている高校生は、現在19名

なんだそうですね。これはちょっと高校にお尋ねし

たんですけれども、20名というのがちょっとどうか

なと今は思っていますけども、まあよろしいです。 

 ３番、現在、湖西市は天浜線を利用して通学する

学生に対して何らかの補助制度、また支援策を実施

しておられますか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） 本市におきまして、天竜

浜名湖鉄道を利用して通学する学生さんに対しての

補助や支援は、現在いたしておりません。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） その地域を通る公共交通とい
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うのは、大切な地域住民の足であることは明らかで

す。これからも、だからこそ存続させなければなり

ません。中・高生が地域の公共交通機関を利用して、

親に頼らないで自立して通学することを支えるのは、

大切なことだと思うんですね。 

 湖西市に生まれ育った子供であるわけですから、

幼いころから天浜線を利用して育った子供たちは大

きくなってもなれ親しんだ公共交通を使ってくれる

のではないかと思うわけなんですね。そういうとこ

ろはどうかなと、どう考えられているかなとお聞き

したいと思います。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） 議員のおっしゃること、

趣旨はわかりますけども、ただ、天竜浜名湖鉄道だ

けに特化してそのような優遇とか、そういうことは

行政としては考えにくいと考えております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） それについては例も示しまし

て、質問５番のところでもう一度お聞きしたいかな

と思います。 

 この天浜線は地域の方々がおっしゃっていたのに

は、かつて二俣線時代は知波田地区の高校生はほと

んどといっていいほどこの二俣線を利用して高校へ

通学していたということです。それが赤字路線でし

たので、第三セクターにされてからは運賃が高くな

って、本数も少ないなど、そういういろんなことが

重なって、自転車で鷲津まで行くようになったりし

たと。けれども、やはり高校野球をやっているとか、

遠征があるとか、クラブをやってて遅くなるとか、

そういうふうなこともあって、やはり帰宅時間も遅

くなったりしてだんだんと家内が送り迎えをしたり

とかするようになっていったというふうなことをお

っしゃっておりました。 

 その方々は、二人、三人、子供さんがいらっしゃ

いますと大変なわけで、鷲津に引っ越してしまおう

かと思った。また東海道路線に住みたいと思った。

そういうふうにおっしゃっていたんですね。今現在

も確かにその土地を離れて同じ湖西市内の交通の便

利な場所に若い世代が引っ越すという現象は起きて

います。そういう意味で小さい幼いころからこれを

使って、そして地域のたった一つの公共交通ですね、

コーちゃんバスは土日も走りませんしね、天浜線を

やはり利用促進して守っていく。そしてそれを使っ

てそこに生まれた子供たちが高校に通うということ

は、とても大事なことではないかと思います。特に

地域のまちづくりにとって大切なことではないかな

と思っております。 

 その辺はどう思われるかなと思いますけども、市

長、お願いできますか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員からもありましたとおり、その昔やはり

二俣で走ってるころ、私もよく覚えてますし、二俣

線から天竜浜名湖線に変わる、ＪＲになるときに、

さようなら二俣線、テレフォンカード、私今持って

ますけれども、本当に地域の足としても当然重要だ

からこそ、今に至っても湖西市としても出資もして

ますし、地域の皆さんにお使いいただいて、そして

地域の足として継続をしていく。それが重要だと思

っていますので、それに対して市が何ができるかと

いうことは、今さっきの通勤・通学というお話あり

ましたけれども、やはりこれは個々の御家庭の御事

情もおありでしょうから、そこは住む場所もそうで

すし、先ほどの別の議員の方からの御質問もありま

したけれども、住みたいところに家が建てられると

か、そういった市民の皆様の御要望に応えられるよ

うなことを一つ一つやっていくことが必要だという

ふうに感じておりますので、もちろん天浜線の事業

も重要だと認識はしてますけれども、それ以外の道

路の整備であったり、先ほどの歩道の整備ですね、

そういったことも同時並行的にできることをやって

いく。もちろん、さっき危機管理監からも答弁あり

ましたけれども、地域の皆さんが本当に毎朝ボラン

ティアで多くの市議の皆さんも毎朝道路に立ってい

ただいております。そういった地域の皆さんの御尽

力を本当にありがたく感じながら道路整備等々の公

共交通も含めて整備は行っていきたいというふうに

考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 
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○１番（福永桂子） ありがとうございました。市

が何ができるかということを考えていきたいという

ことですので、協議のほどまたよろしくお願いしま

す。 

 データをお聞きしたいんですけど、４の質問に入

ります。 

 最近５年間の天浜線の湖西市内駅で乗降する人数

をお聞かせください。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） まず、平成27年度に湖西

市内の天竜浜名湖鉄道の駅で乗降された方、乗降さ

れた方ですけども、累計で32万2,096人でございま

す。 

 また、平成23年度から平成27年度までの５年間の

累計でございますけども、168万1,881人の方の御利

用がございました。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ありがとうございます。この

数字に満足されておりますでしょうか、湖西市とし

ては。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） 当然、湖西市も天浜線を

応援する立場にございますので、満足はしてないで

す。これ以上にあればもちろんいいことだと考えて

おります。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） そういう答えが返ってくるか

なとは思ってはおりましたけれども、一応聞いてみ

ました。 

 新聞に天竜浜名湖鉄道が資本金６億3,000万円を

１億円に減資して、そして累積損失を一掃しようと

していますね。そして中小法人化ですか、にして、

年間約300万円、税を節減効果を狙うと、そういう

ふうにして天浜鉄道自体も大変頑張っているわけで

すね。イベントなどもされていて、本当に利用促進

は必要であるんだ、やっていかなくてはならないん

だということは理解をいたしました。 

 それでは質問５に移らせていただきます。 

 他の市町村においても、子育て世代の負担軽減と

ローカルな公共交通機関の利用促進などのために通

学費補助制度が実施されることがあります。湖西市

においても通学費補助制度を導入してはどうでしょ

うか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（片山彰宏） ただいま御提案をいただ

きました天竜浜名湖鉄道における通学費の補助制度

の導入でございますけども、ＪＲの路線と同様、天

竜浜名湖鉄道におきましても通学用定期券を販売し

ているということもございまして、補助制度の導入

は考えておりません。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 大変残念なお答えなんですけ

れども、不便な地域に住む人を助けることをされま

せんかねという思いはあるわけです。そして高校生

のバス通学補助事業を行う伊豆市がございます。高

等学校等にバスを利用して通学する生徒の保護者の

負担軽減と路線バスの利用促進を図ることを目的に、

通学にバスを利用する高校生の通学定期券購入費用

の補助を行いますというものです。 

 こちらの伊豆市のほうに直接お電話をかけまして、

いろいろお聞きしたんですけれども、それが差別化

であるとか、そういうふうな意見は全く市民のほう

からは出てはいませんと。そして私たちも特定の人

だけを優遇していると考えてはおりませんとお答え

になっておりました。そして公共交通の利用促進を

目的にしているんですと。そしてどう考えてもバス

停までの距離はいろいろあって、遠くに住む人がお

得感があるわけですから、いろんな自転車や親が送

るとそういうふうなこともありますけれども、自分

の通学ライフに合わない部分も出てくるけれども、

やはり私が思っているように、不便な地域に住む人

を助けるということもあると、そういうふうなこと

をおっしゃっておりました。こういうふうな補助を

出していらっしゃるところもあります。 

 そして皆さんがよく知ってらっしゃる静岡市が、

新幹線の定期の購入費用の一部を貸与する援助をし

ておりますね。これは４年間、市内の実家から通学

を支援していって、そして家族や地域社会とのつな

がりを維持して、地元企業への就職活動をサポート

して、そして大学で出ていく若い人たちをこの静岡
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市内にもう一度戻ってきて生活してもらうという、

そのための補助であるわけなんですね。 

 いろんなところが全国見てみますと、たくさんこ

れに対して補助金を出しておりますので、いろいろ

と自治体の補助制度事例についてよく調査研究をし

ていただきたいなという思いがあります。 

 そうですね、ちょっと最後、市長にお聞きしたい

んですけれども、この事例があるということと、そ

してやはり私たちが生まれた地域で豊かにこれから

も生きていくためのまちづくりの一環として、こう

いうことは考えられると思うんですね。ずばり不便

な地域に住む人を助ける。そんなことを考えられな

いかな、そう思うわけですけども、それについて市

長は御意見ございますか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 今、議員のおっしゃった、ま

さに生活であったり、不便であったりというところ

を、極力それは生活の利便性を向上させるというの

は、これは市の行政としての責務でもあると思って

います。手段として、例えば今天浜線のお話ありま

したけれども、天浜線に関して言えば、先ほど申し

上げた市も出資してるのは、ほかの市町、周りの市

町と合わせて市も出資してますし、その中で今定期

券であれば通学の定期券というような形で、経営判

断ですけれども、これは天浜線としてやっていただ

いているというような、これは形を変えた補助でも

あるわけです。通勤よりも割引率が高いわけですの

で、そういった経営判断の中でやっていただくとい

うことが必要なのとともに、福永議員おっしゃった、

まさに公共交通の整備というか、利便性の向上は重

要だというふうに認識してますので、今コーちゃん

バスのお話も先ほどありましたけれども、コーちゃ

んバスをもっともっと利便性を向上させて、やはり

病院であるとか、今の通学もそうですけれども、白

須賀の方は通学にもお使いいただいてますし、通勤、

通学、病院であったり、買い物であったりというよ

うな市の公共交通の交通網の利便性の向上というこ

とはしっかり、ほかの地域の事例も御紹介いただき

ましたので、そこは先進地域の事例、湖西市にどう

いったことができるかということは継続的に考えて

いきたいと思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） この補助制度についても、そ

の中の調査研究の中に入れていただきたいなと、そ

う思っています。今後も天浜線が本当に地域住民の

足として永続的な運営を願いたいところだなという

ことを最後に申しまして、この質問は終わります。 

○議長（二橋益良） それでは、施政方針について

の質問に移ります。どうぞ。 

○１番（福永桂子） それでは、通告しておりまし

た施政方針説明の子育て・教育支援による幸福度日

本一のまちについてお尋ねいたします。 

 まず、質問しようとする背景や経緯です。市長は

所信表明において、子育て・教育への支援による幸

福度日本一のまちをお示しになり、その内容として

「保育の受け皿整備、こども医療費の無料化、市内

での産婦人科医師、出産の場の確保、給付型奨学金

の拡充などにより、湖西市に住んで子育てがしたい

と思っていただけるまちにしようということです」

と説明されておりましたが、今回の施政方針説明に

おいて、小・中学校の学校教育における教育条件の

整備など重点的に講ずべき施策について何も触れら

れていないと思います。 

 日本創世会議で人口減少問題検討分科会の座長を

務められました増田寛也さんが、平成26年に出版さ

れた「地方消滅」において、今後の人口の問題の鍵

を握るのは20歳から39歳の若年女性と明言されてい

ます。子育て・教育はまさに若年女性の最大の関心

事であると考えます。それゆえに若年女性がこの問

題に払う苦労を取り除いて、そして安心して社会に

進出できる基盤を、この教育条件の整備など重点的

に講ずべき施策によって整えることも、市長の子育

て・教育への支援に含まれていると私は思います。 

 先日、平成30年度から導入される予定の新学習指

導要領が発表されました。とりわけ小学校３年生か

ら６年生までの英語教育の教科化に伴って、年35授

業時間の純増するわけですけれども、それに対して

やはり早急に対策を講じなければならないと思うわ

けなんです。それはまさに教育条件の整備など重点

的に講ずべき施策に該当する案件であると考えてい
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ます。 

 市長は、「次の時代へ全力投球」をスローガンに

掲げておられます。市長はまさにまちづくりの最高

リーダーにほかなりません。子育て・教育への支援

による幸福度日本一のまちの実現のためには、斬新

な構想力と豊かな展開力、そして確固とした遂行能

力は不可欠の要件であると考えています。 

 質問の目的といたしましては、子育て・教育支援

による幸福度日本一のまちの実現のためには、教職

員の多忙化により教育現場で起きている教育の貧困

化を塞ぎとめて若年女性の子育て・教育に払う苦労

を取り除く政策が必須の条件であると考えます。 

 では質問１に入らせていただきます。 

 子育て・教育支援と一まとめにされておりますけ

れども、子育ては市長部局、もちろん教育は教育委

員会のそれぞれの所管事務です。管轄の異なる子育

てと教育を包括的に考えておられるならば、所管を

越えた政策案は既にございますでしょうか。あれば

教えていただきたいなと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今、議員からおっしゃっていただいた子育てと教

育、管轄でしたか、というお言葉がありましたです

けれども、本来その子育て、教育といいますか、人

材育成といってしまうとあれですけれども、やはり

それは分けるようなものではなくて、子育てとして

のもちろん教育もあるでしょうし、教育の中で子育

てが行われることもあると思いますので、別に管轄

が異なるといえばそれはあくまでも例えば市役所の

中で一つの部であったり、一つの課で全てのことが

完結するわけにはなかなか現実的にいかないので、

それはいろんな部署を分けて行政を行うことはあろ

うかと思います。 

 ただ、もちろん人材育成は重要ですし、ほかの施

策もそうですけれども、縦割りで行ってはいけない

と思ってますので、そこは個々に連携をしながら部

局ごとにしっかり連携をしていただいて進めていく。

そして、先ほど議員からも御紹介いただきましたけ

れども、幸福度日本一のまちということで、例えば

29年度予算から中学生までの子供の医療費を無料化

ということで今審議をお願いしているところであり

ますので、そこはどの部局がというわけではなくて、

人材育成に関して一体となって進めていくことが必

要であるというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） そうですね、もう少し子育て

と教育の支援を包括的に一体的に考えるということ

は、もう少し前向きな教育改革というか、そういう

政策案が出てきてほしいなと私は思うわけです。 

 市長が所信表明なんかでも、また施政方針の中で

も示されていました子育て・教育支援の下に書かれ

ていましたことは、新居小学校でしたか、の窓ガラ

スの飛散防止とか、それから鷲津小学校の階段の地

震耐震化とか、いろいろあったんですけれども、そ

ういうものというのは、私はルーティンワークだと

思うんですね。そして絶対にそれはしなくてはなら

ないことだと思うんです。もちろんだからこそやる

んですけれども、けれども今やはりまさに求められ

ているのは、まちづくり、新しいまちづくりであり

ますし、市長になられたばかりなので、市長の政治

手腕を使って前向きに政策案を出していっていただ

きたいという思いがあります。子育てと教育を包括

的に取り扱うビジョンを示していただきたいわけな

んです。 

 一つ、総合教育会議というのがあります。この市

長と教育委員会が教育施策の方向性を共有して、そ

して一致して執行に当たることが期待されているわ

けなんですけれども、このさまざまな問題解決のた

めに、市長との連携の強化がこの設置の目的の一つ

になっております。 

 私が一応問題にしています新学習指導要領、特に

この教職員の多忙化、そして教科化に伴う35時間の

授業の純増、そのあたりこの総合教育会議では新学

習指導要綱への対策について、協議がなされている

のでしょうか。もしくは、これから協議していかれ

るおつもりなのか、そのあたりちょっとお聞きした

いです。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） では私のほうからお答えを

したいと思います。 
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 あとの議員のほうの質問とちょっと重なる部分あ

るかもしれないんですが、小学校英語導入による授

業時数の増加ということがありますけれども、これ

は平成32年度から完全実施ということになります。 

 それを見据えて、次年度１年間かけて教育委員会、

それから総合教育会議のほうにも諮りますけれども、

具体的に湖西市として、１時間ふえる、あるいは２

時間ふえるその授業時数をどういうふうに確保して

いくかということの手だてについて、具体的に市長

のほうにもお諮りをして、実際に総合教育会議の中

で協議をしていこうというふうに考えています。そ

の他もろもろ、これまでも総合教育会議の中で教育

行政にかかる基本的な内容については、市長と協議

をさせていただいております。今後もそういう方向

性というのは全く変わらないというふうに考えてい

ます。 

 実際には次年度総合教育会議の中で、小学校の授

業時数の増について、ある程度了解が得られれば、

30年、31年の段階で試行を重ねながら、よりよい形

で完全実施に持っていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 今ちょっと確認をさせていた

だきます。質問事項の今２番のほうの内容も含まれ

ておるわけでございますけども、今の質問は１番の

ほうの質問ですか。 

○１番（福永桂子） そうですね。はい。２番もち

ょっと兼ねてしまってるかなと。 

○議長（二橋益良） 質問の項目を一つずつ、一問

一答で行いたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） お答えどうもありがとうござ

います。ふえる授業数の手だてについて、総合教育

会議でも市長部局と教育委員会がしっかりと手を携

えていくということをお聞きしまして、安心した次

第です。 

 それでは質問２に行かせていただきます。 

 まず、こちらのほうで吉田町の教育改革について、

簡単に説明しておきます。静岡県吉田町は、次期学

習指導要領の改訂案に合わせ、学校運営の改善を目

指すために新しい教育プランに基づき教育改革を進

めるとしております。具体的には夏休みのあり方を

見直して、授業日数を14日以上ふやし、一方、１日

当たりの授業時間を従来より減らす日を設けるとい

うことで、午前中に授業が終了する日が生まれ、教

職員は準備や研修時間を確保でき、質の高い教育に

つなげていけること、従来の補充学習や公設学習塾

を柔軟に展開し、保護者が安心して働けるように放

課後児童クラブの受け入れ時間も伸ばす対策をとる

こと。また給食日も拡張していく。ことし７月まで

に全小・中学校の教室全てにエアコンを入れ、快適

な学習環境を保つ。外国語指導助手ＡＬＴも増員す

るなどがあります。 

 このプランは、三者共益プランと表現されており

まして、教職員・子供・保護者の三者に利益がある

としております。教職員の多忙化の解消と子供の学

力向上を目指して、保護者の多様な教育ニーズへの

対応を図るとされております。 

 ちょっと説明に時間をとりましたけれども、市長

はこの吉田町の教育改革をどのように受けとめて、

湖西市への取り組みに生かしていくお考えでしょう

か。少しお聞かせください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員から御紹介いただきました吉田町の教育

改革といいますか、これからのプランですね、私も

承知をしておりますし、かなり前向きな吉田町のプ

ランは参考にしたいというふうに思ってます。 

 あとは授業日数の増加だとか、英語教育というよ

うなＡＬＴも含めて、いろんな先進的な取り組みを

される一方、エアコンを整備する、もちろん環境改

善にはいいことですけれども、エアコンの整備であ

るとか、あとは例えば給食を授業日数がふえたこと

によって確保しなければいけないというような、も

ちろん財政負担等々も生じてくるわけです。もちろ

ん吉田町はそれを乗り越えてやっていかれるという

ことなので、そういった先進的な取り組みはぜひ参

考にさせていただきたいと思っています。 

 私が個人的な経験も含めてですけれども、中国の

上海にいるときには、上海の日本人学校の理事とい

うか運営委員を、学校担当をしておりましたので、
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運営委員をしてました。そのときもかなり日本の学

校よりも授業日数を多くしてましたし、外国語教育

ということもやっていました。ただそのときに言わ

れたのは、やはりいたずらに授業日数をふやせばい

いものではなくて、やはり先生だとかそういったも

のの質をしっかり確保して、生徒さんだとか、児童

生徒さんにしっかりと学習内容、もしくは生活含め

た、生活態度とかも含めて、伝わるということが必

要であること。さらには外国語も早く始めればいい

というものではなくて、やはり母国語、自分が例え

ば日本国籍、日本人であれば、日本語をしっかりと

身につけてからのほうが英語、中国語含めた外国語

も身につきやすいというようなことも、当時何度も

言われて、有識者の方から言われておりましたので、

そういったいろんな教育改革といいますか、教育に

関して先進的な事例とか取り組みを取り入れながら

やっていきたいと思っていますし、先ほど教育長か

らもありましたけれども、総合教育会議、やはりこ

れは教育は一人とか二人、そういった少人数で決め

ていくようなものではありませんので、有識者の方

の知見もおかりしながら、当然湖西市内にたくさん

の学校、小・中学校ありますので、そういった現場

の状況をお聞きしながら進めていきたい。 

 私も先月を中心に朝の挨拶運動で各学校全て回ら

せていただいて、小学生、中学生、高校生とも挨拶

をさせていただいたり、例えばトイレがまだ和式が

多くて洋式が進んでいないだとか、そういった現場

の状況も、あとは外壁が相当傷んでいるとか、そう

いったものも見せていただきましたので、そういっ

たハード・ソフト面両方から、先進事例も取り入れ

ながら、湖西市の教育に関して前向きな取り組みを

行っていきたいと思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ありがとうございます。市長

の前向きな姿勢を理解いたしました。ぜひ頑張って

いただきたいなと思います。 

 私ももちろん、この吉田町と同様の教育改革を湖

西市にと言ってるわけではございません。ただ、例

として、職員、保護者、子供にウィン・ウィンの関

係が成り立つ。それが何かすばらしいなと。みんな

にいい関係という、それがすばらしい方策だと思い

ました。 

 最後になりますけれども、幸福度日本一まちづく

りの実現に向けて行動されていくと思っております

が、最後に、市長は最高リーダーです。そのリーダ

ーとしてビジョンを示され、どのような政治的手腕

を発揮されるのか。少し、ざっくりとでいいのでお

聞かせください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） ありがとうございます。これ

からの市政運営に関する応援というか、エールと受

けとめさせていただきますけれども、やはり教育に

関しては今も子育て・教育というふうにおっしゃっ

ていただいてますけれども、やはりこの湖西市とし

て未来の人材育成といいますか、将来を担ってもら

う若者、子供たちの教育ですので、そこは幼、小・

中学、高校まで、一連となった教育を進めていくべ

きでありますし、具体的な方策はもちろん学校であ

ったり有識者、総合教育会議の皆様の御知見をおか

りしたいと思ってますけれども、今打ち出されてい

るような小・中一貫であったりだとか、小・中との

連携、そして高校までつながるような形での児童生

徒が健やかに育っていく。きのうのスポーツ振興の

御質問もありましたけれども、学校の中、そして地

域での教育、さらにはスポーツ少年団みたいな形で

の大人との連携といいますか、そういった地域と一

体となって子供たちを育てていくような環境をしっ

かりとつくっていきたい。これは学校教育だけでは

なくて、地域の皆さんの協力をいただきながら進め

ていかないといけないと思ってますので、ぜひそう

いった御支援を皆様にもいただきたいというふうに

思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 残り時間が３分切りましたの

で、よろしくお願いします。福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） どうもありがとうございます。 

 元に戻しまして、教職員の多忙化によって、授業

の準備に十分な時間が充当されず、結果として子供

たちの学力にネガティブに作用することも容易に考

えられます。またこの一連の流れを教育の貧困化と

表現できると私は思っております。ぜひ、しっかり
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と教育委員会のほうにも財源をつけていただきたい

という思いが私にはあります。個人的には、教育こ

そ湖西市の輝く未来を切り開くと思っております。

影山市長の強いリーダーシップのもとで新たなまち

づくりの視点で今回打ち出された学習指導要領への

しっかりとした対応を期待しております。これで私

の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、１番 福永桂子さん

の一般質問を終わります。 

 それでは、ただいまから休憩とさせていただきま

す。再開は２時20分といたします。 

午後２時04分 休憩 

───────────────── 

午後２時20分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、会議

を再開いたします。 

 次に、16番 中村博行君の発言を許します。それ

では16番 中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。最後の

一般質問となりましたので、皆さん、もう少しよろ

しくお願いします。 

 私は一般質問の通告どおり、次第に沿ってしたい

と思います。施政方針に対する質問、湖西病院の機

能の充実と経営改善ということです。 

 質問しようとする背景や経緯。前12月議会で市長

は所信表明の質問の中で、改革プランについては自

分の考えや市民からの要望を入れて病院改革プラン

を作成するというふうに答弁されました。また、先

日の施政方針では湖西病院の機能の充実と経営改善

について、効率的で有益な施設の管理や整備を計画

的に進めるべく予算の確保により、有用なところか

ら実現に向けて着手していくと述べられました。 

 改革プラン策定委員会の作業も終わり、現在、改

革プラン案をウエブサイトで公表し、パブリックコ

メントを募集しています。このプランにはどのよう

な機能の充実と経営改善が盛り込まれているのかを

伺います。 

 質問の目的。病院の再生。 

 質問事項、１番。病院の機能の充実について、来

年度はどのように進められますか。また、市長が特

に機能の充実に必要だと考えられていることもあわ

せてお聞かせください。 

○議長（二橋益良） それでは答弁お願いいたしま

す。市長。登壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今、議員からも御指摘ありました湖西病院の改革

プランですけれども、おっしゃるとおり今、パブリ

ックコメントで皆様からの御意見もいただいている

ところであります。 

 きのうも申し上げましたけれども、平成28年度中

というようなもともとの期限の縛りもありますので、

私もまだ就任して３カ月ですので、一応28年度中に

策定ということで進めてはおりますけれども、これ

も以前からの繰り返しのお話しになるかもしれませ

んけれども、当然、策定して終わりではなくて、そ

のプランの実効性を高めていく。さらにはより病院

がよくなることが、経営も含めて医療サービスがよ

くなることが必要だと思っていますので、例えば年

度明けからの市民の方々への病院からの御説明であ

るとか、そして市民の皆様から理解を得て御支援を

いただくための説明会、懇談会、意見交換会という

ことはやっていきたいと思ってますし、外部からの

経営診断、きのうもお話ありましたけれども、そう

いった客観的な診断ということもこれから検討して

いきたいというふうに思っている次第であります。 

 その中で、あえて個別に今機能の充実というお話

もありましたので申し上げるとすれば、まずは現在

兼務をいただいてます病院事業管理者と病院長の兼

任、これを極力早期に解いて、病院事業管理者が経

営に専念、いわゆるマネジメント、病院としての公

営企業という形ではありますけれども、経営に専念

できるという方にお越しいただいて体制を整えたい

というふうに考えているところであります。 

 また、さらに病院そのものの機能を充実させると

いうことにつきましては、これはこれも繰り返しに

なりますけれども、やはり患者さんへの対応の充実

ということで、入院患者さんを例えば外来ももちろ

ん含めてですけれども、常勤のお医者さん、ドクタ
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ーであるとか看護師さんの確保、夜勤もしていただ

かなくてはいけませんし、そういった方々の確保が

重要となります。こういった方々の確保のために、

浜松医科大学に、これまでも何度か御挨拶含めてお

願いに行っておりますけれども、より足しげく訪問

をすることによりまして、湖西病院への医師の派遣、

そして看護師の確保に努めていきたいというふうに

思っておりますし、湖西病院がそういったことでよ

り一層市民の方々に身近になって応援いただける。

そして御利用いただける。そういった運営を市と一

体となって進めていきたいと思っております。以上

です。 

 済みません。発言の中で看護婦さんと申し上げた

かもしれませんが、済みません、看護師さんです。

ちょっとはっきり言うように、済みません。失礼し

ました。修正をさせていただきます。看護師さんで

すので。失礼いたしました。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 今までほかの議員の方に説明

してきた内容とそんな変わってないように思います。

確かにそのとおり、患者にはいろいろ来てもらわな

くてはいかんもんで、充実したいろいろなことしな

くてはいかんですが、私は機能に関しては経営会議

みたいなものを設けたらどうかなと。今全部適用で、

一応は病院のほうに任せっきりで来てて、その結果

として12年間で11年間は赤字だということで、それ

で96億ですか、10年間で。なおかつ赤字で18億円も

現金を使ってるということで考えてみますと、一人

当たり、６万の市民でいくと、２万円ぐらいはみん

な病院のために払ってるわけですね。そんな中でど

ういうふうにやって、今までやってきた結果、結局

全てを病院に任せて、市のほうは金を出すけど、い

ろんなことは余り言わなかったと。内容がわからん

のかもわからないけどもね。議員の中でもなかなか

企業会計は難しいという話もあるぐらいで。そうい

う中で結果がそういう形で補正で２億円も出てきて

るもんで、そういう意味ではやはりお任せし過ぎち

ゃってるんじゃないかというふうに私は思いますの

で、そういった市のほうが福祉部長なり、市長か副

市長か、そういう人が入って、何か決めることを早

目にやったほうがいいんじゃないかというふうに私

は思います。 

 それで、病院改革プランのほうを見ましても、こ

れ、一番最後のとこですが、改革プランの実施状況

については、有識者や地域住民の皆さんの参加を得

て設置する委員会で、毎年点検評価を行うこととし

ます。委員会では財務内容の改善にかかわる数値及

び改革プランの目標達成のための具体的取り組みの

達成評価を検証します。改革プランの点検評価の結

果、改革プランに掲げている数値目標と著しく乖離

したときには、直すだよという話なんだけどが、こ

れではちょっと全部適用にしても直す時期が遅いじ

ゃないかと、私は思うわけ。 

 実際にいろんなことをする前に、これを買った幾

らぐらいの償却が発生して、どのくらいの結局はお

客さんが来てくれるか。そういうことを前もって判

断して、使うはいいけど、これだとまるっきり、何

もなかったらこの計画どおりずっと私がやってくよ

と。それでひどく乖離がなければ私らそのままやっ

て進めていきたいという内容なもんで、これではま

るっきり今までどおりと何にも変わってないと。前

市長のやり方と変わってないというふうに思うもん

で、全部適用をやめて、市がある程度入り込んでい

ろんなことをそれなりに言って、市のためになるよ

うなお金の使い方をしてもらなくてはいかんじゃな

いかと。今のままだとずっと出しっ放しで、最後に

いってまだ金が足らんといって補正で出すぐらいな

もんで、それだったら前もってこの投資はやめまし

ょうとか、何かそういうことを前もって経営委員会

でというか、前の段階で決めていけばもっといろん

なことが早く手を打てるんじゃないかなと思うもん

で。私はそんなふうに考えてますが、どうですか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の経営会議というような御提案もありましたけ

れども、ここの今改革プランにも書いているとおり、

やはり外部の目を入れた形で客観的な経営の評価と

いうものはもちろん必要だと思っています。それが

どういった形が望ましいかというのは、まず今回、

改革プランを策定いただいてるわけですので、この
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改革プラン、前と変わらないというお話ありました

けれども、やるべきことはそれこそお医者さんであ

ったり、ドクターであったり、看護師さんであった

りとか、そういったものを充実させていく。そして

経営を改善していくということは変わらないわけで、

その中であとは経営判断の中で当然ベッドの稼働率

であるとか、そういったものを上げていくというよ

うなことが起こってくるわけですので、経営改善の

ために行うということは変わらないと思っています。 

 その中で今ありました経営会議というのか、しっ

かりと病院もちろん公営企業法、適用受けますので、

その適用を受ける中ではありますけれども、経営の

評価というものは外部からの目を、これはもちろん

市の行政からももちろんですけれども、そういった

外部の目を入れた上での経営評価、そして経営の改

善を図っていかなければいけないと。形態はそれは

もちろんこれから検討したいと思ってますけれども、

まずはそういった取り組みは、どういった形式がい

いのかはまだこれから検討ですけれども行っていき

たいというふうに考えています。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私は、何回も繰り返して言う

ようなんだけどが、言う理由としまして、病院は何

か高度医療でＣＴとかＭＲＩとか造影連続撮影装置

とか、そういう部分で進みたいというような話もこ

の計画には書いてありますね。実際、この地域にそ

ういう病院がどのくらいあるかと見た場合に、大分

ありますよ。それでなおかつ手術数だって湖西病院

はそんなないですね。県のいろんなもの見てみると。

それでそういうＣＴとかＭＲＩとかそういったもの

がやはりつながっていくのは手術して、そこででき

るとこはやはりお客さん、行ってしまうと思うんで

すね。そういうふうなとこがないんだけどが、実際

はそれはどこでも欲しい機械だと思いますよ。だけ

ど、そういうのをメーンにやっていくよりか、同僚

議員も言ってましたけどが、この地域にどんなお客

さんがいるかというような、よその県へ行ってる療

養病床ですか、それも572が愛知県へ行ってるとか、

そういういろんな情報をもとに我々はそんな競合し

ていく高度病院よりかは地元に愛されるというか、

みんなが来てもらえるような療養病床なり、包括ケ

アですか、そういうほうに進めていったほうが地元

のみんなは喜ぶと思うんですがね。 

 それでまたその高度医療というものが湖西病院に

かかる人は、こんなこと言っちゃ悪いけどが、大分

少ないんじゃないかというふうに私はデータから見

ると思うもんですから、もっと形態自身を考えるべ

きではないかなというふうなことからも、そういっ

た経営的なことはそういう経営委員会に、仮称です

けど、そういう部分で考えていったほうが湖西市の

ためになるというふうに私は思ったもんですからこ

ういう話をしてるんですが、そういう話をして、そ

の根拠を言ったんですが、これから考えていくとい

う答弁ですが、ぜひとも、急いでそういうものをし

ていかないと、もう病院に任せたらまた同じような

結果でもって、今度の収支計画を見ても、市のほう

から12億円から10億円出しても、ずっと赤字ですよ。

この赤字ということは、今回問題になったように、

また現金不足が起きるんですよ。そういう形のこと

を繰り返してるだけじゃないですか。だったら前も

ってそういった先を、固定費は幾らでどうだという

ものがわかるもんで、前もってその中でここは我慢

しましょう、ここはやりましょうってめり張りをつ

けてやるほうが、最後来て使ってしまったものを委

員会で認めてくれれば、そんなこと言ったってしよ

うがないじゃないか、認めざるを得んような形に持

っていく。それよりか機能的にもっと前の段階で何

にどうしてどういうお客さんがあってどういうふう

な形のほうが湖西市のためになるかということをや

はり考えて経営すべきだと思いますよ。どうですか。

繰り返しになりますけど。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） ありがとうございます。何か

病院事業管理者のような、になっていただきたいよ

うな御意見をいただきまして、本当に前向きな御意

見をいただいてるというふうに認識をしております。 

 それはちょっとともかくとしまして、本当にそこ

は経営改善という意味でもちろん医療サービスをや

はりこの地域の病院として継続して提供すべき、や

はり地域の拠点病院ですので、継続していくために
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は、今議員おっしゃったとおり、10億だの、12億だ

のというのを未来永劫続けていくような余裕は財政

的にもやはり湖西市にはないというふうに私も思っ

ています。 

 ですので、将来を見据えた上でどういった機能が

やはり必要なのか。おっしゃった地域包括ケアも含

めて、こういった地域の皆さんが必要としている機

能を湖西病院では提供するんだ。一方でもちろん高

度なといいますか、急性期のような形で手術であっ

たり、急性期医療のほうが例えば単価と言ったらあ

れですけれども、収益的にはそれはどうしてもゼロ

サムな関係にあって、急性期のほうが地域包括より

もベネフィットというか、利益の面では大きいとい

うような、どこの、これはお話を聞いてもあります

ので、そこは継続していくことと収益をしっかり上

げていくこと。今のこの改革プランの中もある程度

の急性期を中心にということで収益を見積もってい

ただいているというふうに私は認識してますけれど

も、それが逆になくなってしまうと、なかなかこれ

の収益自体も達成できないし、さらに見直して市か

らの繰出金というか、そういったものがふえてしま

うという可能性もあるわけです。そこはもちろん、

稼働率の問題かもしれませんけれども、そういった

どういった機能が必要で、どういったところまで収

益を上げていく、そして市からの繰出金はここまで

に抑えるというような判断は、またさらにこの改革

プランもそうですし、それを外部の目からも検証し

ていくということで継続性を見出していくというこ

とが必要なんだというふうに思っています。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） それなりに前向きに考えてい

ってもらいたいと思います。 

 もう一つ提案したいんですが、私は、よく言われ

るんですが医師が少ないから売り上げが下がると、

上がってないと、こういう発想でいろいろいろんな

ものに書かれてるんだけど、私はそうじゃないと。

お客さんがこのお医者さんにかかりたいというお医

者さんが少ないんじゃないですか。実際は、中には

いい医者もいるけどが、私はここへ行くと心配だか

ら行かないという医者もいると思うもんでね。中の

お医者さんにも頑張ってもらわなくてはいかん。 

 そういう意味でいろいろやった内容を、私はこん

なことには自信持ってこうですよという内容を学会

で発表してもらうなり、みんなの前で発表してもら

って、もっと市民の皆さんに信用を得て、それで来

てもらうというほうが正解じゃないかと思うんだけ

ど。 

 予算の段階になると、医者が足らん、医者が足ら

んでこれだけだという話は、そういう話はちょっと

ポイントが違うように思うんですがね。そういう政

策なんかどうですか。お医者さんに頑張ってもらっ

て、学会なりそういうところでいろいろ発表しても

らって、もっとやる気を出してもらって、お客さん

に来てもらうという政策をするという方法はどうで

すか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、議員の発言の中にあった市民の皆さんから信

頼いただくというのは、本当にそれは必要であるし、

そういった病院運営というか、経営が必要なんだと

いうのはおっしゃるとおりだと思います。 

 逆にこのこういった病院には行きたくないと言わ

れては、それは湖西病院はおしまいだと思ってます

ので、そこはもちろん、今のドクターの方々、当然

頑張っていただいてますし、病院としても例えば診

療科ごとにいろんな経営状況も含めて出していただ

きながら運営はしっかりやっていただいてるという

ふうに認識をしてます。 

 ただやはり、それは質もそうですし、量もそうで

すし、両方ともそろえていかないことには病院の経

営改善というのは進まないというふうに思ってます

ので、お医者さん、看護師さん、必要な手当は我々

としても全力で確保のために病院と一体となって、

もちろん市民の皆さんの信頼を得ながら、そしてこ

この病院、まさに湖西病院には応援しよう、もしく

はもう何かあるときには湖西病院にというように思

っていただかないと、それは再建といいますか、経

営改善はおぼつかないと思ってますので、ドクター、

看護師さん、みんなでそこは頑張って、市としても
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支えていく。市民からも御支援をいただきたいとい

うふうに思っておるし、それに尽きると思います。

以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 我々も頑張らないかんだけど、

職員の方にもいろいろ頑張ってもらわなくてはいか

んということで、頑張ってくださいということで、

次の質問に行きたいですがいいですか。 

○議長（二橋益良） はい、どうぞ。 

○16番（中村博行） ２番目の質問としましては、

来年度の経営改善の目標をお聞かせくださいという

ことでお願いします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 来年度というような今お話でしたけれども、今、

中村議員からもお示しありました病院の改革プラン

にも来年度を含めた各年度の収支計画といいますか、

改革プランの中に数値目標等々も示されております

ので、それを一つ一つ申し上げることはいたしませ

んけれども、やはり職員の、病院であれば職員の

方々が一人一人、コスト意識を持って経営といいま

すか、業務の改善を行う。これは病院のほうからも

バランススコアカード、いわゆる業務改善のための

取り組みの手法を継続して取り組んでいただいてま

すし、これからもそういったことを継続していただ

くということだと思っています。 

 ですのでこれが達成できるためには、先ほども申

し上げましたけれども、病院事業管理者をしっかり

と病院の経営、マネジメントに専念していただく。

そして病院長とともに病院のスタッフとともに力を

合わせて取り組んでいくということが必要だと思っ

てます。そして行政としてもそれを支えないといけ

ないし、市民の皆様がそういったことに関して理解

を深めていただけるような説明会、意見交換であっ

たりだとか、客観評価ということを大事に、これか

ら年度明けには改革プランを策定した上で、早急に

進めていきたいというふうに思っております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 確かにこの改革プランに出て

ますけどが、各年度を見ると全部マイナスですよね。

単年度収支ですか、経常収支か、ずっとマイナスで

すよね。私、この前、所信表明のときに、赤はやめ

てくださいよって市長にたしか言ったつもりですけ

ど、それは反映されてないですね。それでいいです

かね。こういう計画で、マイナスで。それだけ一言。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 確かにここの今の経常収支

等々を見てても、さすがに厳しい計画だなというふ

うには思ってますし、改革プランの検討委員会の中

でも、ただこういった今お示しをいただいてるこの

改革プランの中身もかなりハードルの高い経営改善

した中でもハードルの高い収支改善の計画だという

ことも有識者の方からは伺ってますので、これはも

う正直、単純比較ができるかわかりませんけれども、

シャープであったりとか、東芝のような企業もなか

なかそんな１年や２年で経営改善というものは一筋

縄ではいかないということは認識しておかなければ

いけないし、病院同士の比較でも、各全国地域の公

立の病院というものも経営には苦しんでいる。なか

なか半数以上がいわゆる赤字というようなことも聞

いておりますし、総務省のデータにもあらわれてい

ます。 

 もちろん赤字であってほしいと思うわけではあり

ませんけれども、経営改善を一歩一歩進めていって、

繰出金も法定基準の範囲内に、かつてはそうだった

わけですから、それにまずは近づけていくというよ

うな取り組みが必要で、それをもちろん今回の改革

プランは今そういった数字をお示しいただいてます

けれども、見直していきながら、現実的なものも含

めて数字でよくなったと思われるような形に持って

いきたいというのが私の思いです。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） これが市長のある程度意思も

入ってるもんだということはわかりましたけどが、

これがどういうような作用をするかというのは、何

か考えたことありますかね。いずれ病院だって建て

直さなくてはいかん。起債を起こさなくてはいかん。

そういう場合に県のほうにどういうふうな結果で行

くか、このマイナスのものが出るんですよ。それで
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起債をお願いしますといった場合に貸してもらえま

すかね。当然、何か対策なり、改革の計画を出せと、

多分、出さないと貸してくれないと思うんですよ。

そのためにも今からこのマイナスをなくすような方

法、私はこの前の一般会計のときだったかな、出し

方を変えればこれは黒になるよという話をちょっと

しましたけどが、委員会のほうに振っちゃって。そ

ういう形にしたったって、お金自身は変わらんだも

んで、内部留保で、４条の下に内部留保の金額はこ

れを使うと書けばいいだけの話だもんで、そういう

意味でもそっちに変えて、黒字にしていったほうが

後々私はいいと思うんですがね。そういうことまで

も考えてある程度このプランを見直すつもりはござ

いませんかね。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 御指摘の４条のほうでという

ようなお話もありますけれども、やはり病院経営ト

ータルで見ると、そこはなかなか今の収支状況をす

ぐにこの例えば来年以降ですけれども、すぐに例え

ばもう根本から黒字にというようなことは早急には、

そこは残念ながら現実的には難しいというような認

識はあります。もちろん、よくしていかなければい

けないし、改革プランを県にいって、例えば起債で

すね、これは県とか国とも協議しないといけないで

すけれども、起債のためにはもちろんそういった経

営状況であったりというのはメルクマールとして必

要になると思いますので、起債の時期であるとか、

内容、年数も含めたその起債のいつから、今度はま

た、今も立てた起債の償還はやってますけれども、

そういった後のことを考えながらやっていかないと

いけないと思ってますし、そこはしっかり県とも協

議の中でやっていく。ただ、やはりトータルの今こ

の会計で、３条で行く、４条で行くということで湖

西病院の経営そのものが変わるわけではないので、

そこは地道かもしれませんけれども、トータルで経

営改善を図っていくということが必要だと私は思っ

ています。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 市長の考え方もわかりました。

それ以上言っても水かけ論になるもんで、この辺で

やめまして、それで３番目の自立に向けての考え方

をお伺いしたいんですが、病院の自立についてどの

ように考えてますか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 前にもちょっと答弁したものの繰り返しになる部

分もあるかもしれませんけれども、やはり病院の自

立、湖西市立の公立の病院でありますので、市から

の繰出金、今も毎年、この前の審議も、補正の審議

もいただきましたけれども、湖西市からの病院への

繰出金をやはり総務省等々からの通知されたり、法

令で定められているような繰り出しの基準額、この

範囲内におさめるということがやはり病院事業を経

営、運営していく上では病院の自立であるというふ

うに考えているところです。 

 そのためにはやはりお医者さんであったりとか、

看護師さんを確保をして、今使われてはいない東の

病棟を一刻も早く再稼働をさせるといった病院の機

能を充実させるということが一刻も早く必要だと思

っています。もちろん、一朝一夕でこれもなかなか、

一定の時間は必要かもしれませんけれども、お医者

さんの確保であったりだとか、看護師さんを充足さ

せるというような目標に向かって、市民の皆様の理

解と応援をいただきながら、少しでも早く自立に近

づけるということが市民の皆さんであったり、行政

と病院は一体となっていかなければいけないことだ

というふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 国の方針とかそういうのはい

ろいろ調べられてますか。国はどういう方向で病院

をしていこう、こういうふうにしていこうという内

容なんかはわかってますかね。そんなこと言っては

失礼だよな。 

 国はどっちかというと、今は急性期を減らそうと。

２次、３次をふやすと、２次から３次の間をふやす

という方向ですので、そういうふうに考えていった

場合は最終的にはいつまでも病院に金を出しておっ

たら、それになれちゃって、くれるのが当たり前だ

という形になるもんですから、早くからこういう方

針で進めるという内容をある程度は考えていかなく
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てはいかんと思うんですよ。国はどっちかというと

非公務員化の独立行政法人ですか、そういう方向に

持っていくということを進めているように思います

よ。それぞれいろいろいいとこ悪いとこ、あるもん

で、どこまでができるかわかりませんけどね。それ

なら病院も残るし、それで働く人も働けるもんで、

市からのものも出すものは出さなくてはいかんとい

う形のことで、やはり自立させるにはそういった独

立行政法人というのか、そういう方向に進める方向

で考えていかないと、いつまでたっても市は病院に

対して金を出していかなくてはいかんという形に私

はなるもんですから、そういう非公務員型の独立行

政法人型を一応考えてもらいたいということをお願

いしたいと思うんですが、どうでしょう。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 おっしゃるとおり、私の知識は多分中村議員の知

識には遠く及びませんけれども、国のほうでももち

ろん地域医療に向けてとか、そういった方向である

し、例えば国立病院機構も昔は国病と言われて、ま

さに国立だったものが、今は公務員ではなくて非公

務員型に、去年でしたか、から独法として中期目標

管理型の法人に移行したというふうに認識をしてお

ります。 

 ですので、そこの方向性は中村議員おっしゃると

おりだと思いますし、湖西病院に今当てはめていく

ときに、どういった形のものがいいかということは、

そこは今の公営企業法の適用を受けてますけれども、

形式も含めて、まさに経営改善と、市民の方々がと

にかく使いやすい、利用しやすいというようなこと

が一番だと思っていますので、経営のあり方も含め

て、やはりそこは議論をしながら進めていく必要が

あると思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） わかりました。そういう方向

も一応視野に入れて考えていってほしいということ

を私は述べて、これで終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、16番 中村博行君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、３月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後２時54分 散会 

───────────────── 

 

 


